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序　文








　この度の出版は、ローマ教皇庁（バチカン）より38年ぶりに教皇フランシスコの来日を記念し、ＭｙＢｉｂｌｅⅥが出版されたことは誠に慶ばしいことです。

　ＭｙＢｉｂｌｅシリーズは、未信者の方や信徒の方が、み言葉をいかに実践したらよいかや生活に密着した歩みをするために工夫された内容になっています。

　あなた方がわたしのうちに留まっており、わたしの言葉が、あなた方のうちに留まっているなら、望むものを何でも願いなさい。そうすれば、かなえられる。


ヨハネによる福音書　15章７節



　このみ言葉との出会いで、ＭｙＢｉｂｌｅ（主の山に備えありアドナイ・エレ）が誕生しました。当初のタイトルは、ＭｙＢｉｂｌｅでしたので、今回のＭｙＢｉｂｌｅⅥが誕生することは考えられていなかったのでしょう。初版が出版され、今年で15年目を迎えることになり、このような歩みが出来たのは、み言葉の力や聖霊の働きがあったからでしょう。

　ＭｙＢｉｂｌｅⅥの最初では、プロテスタント、カトリック、正教会の方々がそれぞれ歩まれた人生の証しとなっており、多様性の中にあっても、学ぶことがあるように思います。

　修道院の紹介では、創立８００年を迎えた会が紹介されており、誕生の経緯や今までの歩み、今後の歩み方について知る良い機会になるでしょう。

　特別企画では死について扱われています。

　私は、米沢藩における53人の殉教者についての列福に携わった関係から、この内容はよく存じています。

　53名の信徒たちは、神との完全な一致を願い、これに命を捧げました。信徒たちの精神の堅固さは、この時代を支配していた世俗的な価値観に抗あらがい、福音の価値観に生きようとし、彼らの血によって教会の礎となりました。

　現代社会では、利己的な個人主義に満たされている中にあって、神の望まれる生き方について、殉教者を通して日々の道しるべを見い出していただければと願っています。





２０１９年５月15日

カトリック東京大司教区　大司教　菊地　功










はじめに








　今回のＭｙＢｉｂｌｅⅥ（み言葉に生かされて）は、ローマ教皇庁（バチカン）より38年ぶりに教皇フランシスコの来日記念とさせていただきます。

　内容は、前回のＭｙＢｉｂｌｅⅤ（み言葉に生かされて）と同様、超教派（プロテスタント、カトリック、正教会）の方々の証し、修道院の紹介、特別企画となっています。

　証しを通して、他の方々が歩まれた信仰の歩みを学ぶことができ、信仰の分かち合い、支え合う交わりになればと願っています。

　修道院には、信徒・未信徒を問わず、以前より訪問はし易くなり、機会があれば訪ねられてはいかがでしょうか。

　特別企画では、米沢藩における53人の殉教者の方々を取り上げました。この理由は、他の殉教者とは異なった処刑がなされたからです。また、日々是終活では、人生の総決算について纏めてみました。

　今回の制作にあたり、吉池好高神父様、瀬尾弘志牧師先生方よりご教授を賜り制作することができましたことに対し、心からお礼申し上げます。

　最後になりますが、今回の出版のために原稿をお寄せくださいました方々、また、カトリック東京カテドラル関口教会の方々には励ましやご協力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。





　聖書の原文は、フランシスコ会聖書研究所訳注を使用しており、句読点や「」などの約物については、前後の文章の関係から一部修正しています。
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天に召された父










　父は末期の胃ガンと告知され、胃の摘出手術を行っても完治できるかは分からないと医師より告げられた。最悪の状態ではあったが胃を３分の２程切除すると、約１年５か月の命が与えられたのは、神よりの恵みでした。

　もしも、父が急死になったり、ガンへの処置が手遅れとなり、１年５か月の命がなかったなら、父の魂は永遠に救われなかったかもしれない、と思うとただ神への感謝の気持ちで一杯となりました。

　父が胃ガンの手術を終え、執刀医から父の内臓を見せられ、手術の内容が説明された時、私はただ祈るのみでした。それからの私は、父のことを死に物狂いで祈り、聖書を読む生活が始まりました。

　朝は４時に起床、冬は暗い中を散歩しながら約20分程、父のために祈ると、神は私の祈りに耳を傾けてくださっているとの思いがして、とめどもなく涙が溢れ出ました。

　手術後、父は母に、「自分は何も悪いことをしていないのに、どうしてこんな目に遭ったのか……」と愚痴をこぼし、母を困らせたようです。

　父が訓練しない子がいるでしょうか。（ヘブライ人への手紙12・７）試練とともに抜け出る道をも用意してくださる。（１コリントへの手紙10・13）このみ言葉は救いです。

　私は以前、父をゴルフ場に送って行く時、キリスト教のテープを聴かせていました。説教のテープにも大変興味を持ち、いつしか信仰の学びが始まっていました。

　父は人生の晩年になり、人間にとって一番大切な信仰に心の目を向け、朝から晩まで病床の身でありながら、何事にも熱心に取り組む性格なので、テープも熱心に聴いていたようです。

　一方私は、以前から足揉もみを多少知っていたので、父が病に倒れてからは、毎日父の足を揉みながら信仰の話をするのが日課となりました。

　テープを２００本程度聴いたころ、父が私に「理屈ではキリスト教の信仰に入って間違いないと分かっているのだが……」と言ったので、私が家庭集会に伺った時、小松栄二郎牧師先生とたまたまお会いし、父のことを話すと、父の見舞いを兼ね、イエス様の話をしてくださいました。千葉の叔母からは、ご主人が中国に１か月程出張するとのことで、父の見舞いに来てからは、１日中父の病床につきっきりで、およそ１か月程聖書の話をしてくださいました。

　ある日、父は「母さんと一緒なら洗礼を受けたい」と言い出し、「私は死んでからも家内と一緒のところへ行きたいから、家内と一緒に洗礼を受けようと思います。」そして、「私は今まで、本当に罪深いことをやってきたのに、人生の最後になって、洗礼を受けて罪を赦してもらうなんて、余りにも虫が良すぎるような気がします」と牧師先生に言ったようです。

　私たちの神は唯一であるなら、天国も唯一無二の存在と考えており、父の魂もこれを察知したのか、母にも天国行きの切符を持たせたいとの思いから、共に受洗したいと言ったのでしょう。

　牧師先生の熱心な祈りにも支えられ、父は昭和59年５月13日の母の日、自宅で母と共に受洗しました。

　頑固一徹の父がクリスチャンになることなど考えたこともなかったし、母は以前から私の奨めで教会へ行ったり、家庭集会にはよく出席していましたが、仏教とご先祖様を最も大切にしている満96歳になる祖母が、家の宗教を守っていたこともあり、受洗を断っていましたが、父の強引さに負け受洗しました。

　父はいつも母に何か良い贈り物をしたい、と口くち癖ぐせのように言っていたそうです。母は私に「私を洗礼に導いてくれたことが、なによりも良い贈り物だった」と涙ぐんで話をしてくれました。

　両親が共に受洗してからの９か月間は、感謝と祈りの充実した日々だったようです。

　ある時、教会員の方より「礼拝に出席した帰りには必ず家族でお父さんのところに行き、顔を見せ、聖書の話をしてあげなさい。」と言われ、即実行しました。牧師夫人からは「お父さんのところでお祈りをしていますか」と聞かれ「いいえ、父とは共に祈ったことはありません」と言いますと、「それなら是非お父さんのそばでお祈りなさい！」と言われた時は、何となくしづらい思いがしたのですが、すぐ父の所に行き祈りをして以来、父と母と私の３人で、毎日お祈りをすることにしました。これは互いの喜びとなり、父にとっても力となり励みとなったとことでしょう。

　クリスマスは自宅に帰り、父の兄弟とその家族も集まり、父のベッドのそばで私が祈り、「きよしこの夜」「山路こえて」の讃美歌を皆で歌うと、父は大変喜び、涙を流していました。

　12月31日の大晦日、父は再び入院しました。瞳どう孔こうは開いたまま、脳波も止まっており、牧師先生をお呼びし、最後の緊急聖せい餐さん式しきを行い、父が唯一好きだった「山路こえて」を皆で歌いました。

　私は、神が父の一切を御心のままに導かれ、魂に平安があるようにと祈りました。その夜、母と私と妻は看病のために残り、私は父の手をギュと握りしめ、一睡もせず、ただ神への祈り以外、何もすることが出来なかったのは、子として最後の務めの気持ちからでしょう。

　父は末期ガンに侵されているにもかかわらず、一度も痛い、苦しいと言ったこともなく、安らかに天に召されていく姿を見せ、私にもこの時が来ることを学ばせていたのです。

　密葬が終わった10日後のこと。満96歳になる祖母が、私もキリスト教で葬儀をしてもらいたい、と母に言ったと聞き、私はびっくりしました。

　祖母は、父も母もクリスチャンになり、自分だけが別の世界に行くように思えたのか、おそらく、父が天上から誘ってくださったのでしょう。





朝祷会全国連合　会長　河村　賢吾

日本キリスト教団　福岡城東橋教会信徒

福岡朝祷会　代表世話人
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み言葉に支えられた人生










　私が17歳の時、「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、誰も父のもとに行くことはできない。」（ヨハネ14・６）このみ言葉をミッショナリー（宣教師）より暗記する事を奨められました。これを英語で暗唱したことで、私の人生は思いもよらぬ方向へと歩み出しました。

　高校の時、アメリカへの留学での口頭試験で、何故、あなたはクリスチャンになったのですか、との質問に対して私は、聖書には真理が書かれており、イエスが語られた言葉を信じたからです。と答え、暗唱句を英語で語ったところ、この試験に合格しました。その後、アメリカにおける８年間の学業に専念でき、大学の卒業式における学長告辞では、これからのあなた方の使命は、世のために奉仕をし、仕える事だ、とのメッセージを心の板に刻みつけ帰国しました。

　29歳で独立し事業を始める時、次の３つのみ言葉が私の支えとなりました。


①信仰は、希望していることを保証し、見えないものを確信させるものです。（ヘブライ人への手紙11・１）

②幻がなければ民はほしいままに振る舞う。（箴言29・18）

③啓示を書き記せ。それを読むものが容易に読めるように、板の上にはっきりと書きつけよ。この啓示は定められた時までのもの、終わりの時について告げるもので、偽りはない。もし、遅れるとしても、それを待ちなさい。それは必ず来る。それは遅れることはない。（ハバクク書２・２～３）



　46歳の時、オーストラリア南部のヴィクトリア州で１万頭を生産出来る農場を買収し、その後、14年間は主からの恵みにより、毎年１万頭の牛肉（オージービーフ）を日本のスーパーや生協向けに、輸出しました。しかし、長期の旱かん魃ばつで、この生産中止を余儀なくされました。

　59歳の時、福岡の母教会である鳥飼バプテスト教会において祷友と毎朝祈り、聖書を読んでいた時。アメリカのゴスペルシンガーであるベネッサ・ミッチェルさんのパンフレットが机にあり、これには「私を日本の若者の為におつかい下さい」とあった。家内と２人で祈り、その後、このパンフレットをコピーし、福岡市にある教会、高校、大学に配布。教会の兄弟姉妹たちの祈りや若いクリスチャンたちの応援にも支えられ、２か月後に開催したゴスペル大会では、２５００人の若者達が熱狂する大会となりました。

「ゴスペル大会」を通して、日本の若者達に福音を伝えることが出来るとの確信と使命を掴むことができ、この大会を日本中で開催し、若者達に福音を伝え、21世紀は日本をクリスチャンの国にするビジョンが与えられました。

　２０００年より、豪州にある私の牧場では、発酵技術を駆使した有用微生物ＯＺＡ菌を製造し、豪州中の有機農場に紹介したことで、この事業は成功しました。

　これで得られた資金を、日本にある野球ドームやサッカースタジアムで「ゴスペル大会を開催し、国民にゴスペルソングを通して福音宣教を行い、毎年１００万冊の福音書を配布する。」ビジョンが与えられました。

　２００６年、福岡県糸島市に祈りの家が与えられ、世界の各地から祷友が来日し、日本の若者達の救霊と、日本国民の全員がイエスを信じる神の国となるよう心を込めて祈っています。

　信仰がなければ、神に喜ばれることはできません。（ヘブライ人への手紙11・６）とあるので、豪州にある私の牧場では、世界の各地から集う若者達と早朝から聖書を読み、祈っています。

　２０１５年、世界中の成人病患者15億人のために、有機発酵飲料水ＱＯＬＡの開発に成功しました。これにより、私たち夫婦は、成人病患者を救うためのビジョンが達成されるようにと祈り、主と共に日々前進できていることに感謝しています。





寺田　惟清

鳥飼バプテスト教会信徒

福岡朝祷会
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神はともにいます










　昭和23年８月　東京都生まれ。生後２か月で大森教会で洗礼を授けられました。家族、親戚一同クリスチャンでした。それ故か、自ら神を求めたり、信仰を深めることへの希求の心も持たず、ただ教えられるままに公教要理（キリスト教の教え）を学び、聖歌を歌い、祈り、ミサに出席し、告解（赦しの秘跡）を受け、生活のすべてがクリスチャンであることを中心に進められていったのです。

　神の実在も、イエスの復活も疑うということを知らずに信じていました。（これを信じる、信仰といえるのかどうかはわかりませんが）私にとって、大きな信仰上の試練が与えられたのは、高校から大学にかけての頃でした。

　高校で教わる進化論、分子生物学等の生命科学への関心、ベトナム戦争を契機としての資本主義体制への疑問など、社会科学への関心が私の中で強まり、人を愛すること、人権、人間の尊厳、弱い人、小さい人への支援は、カトリックへの信仰（少なくとも当時の私の中での）がなくとも、より深く科学を学ぶことで、人として成長し、力をつけることができると信じるようになっていったのです。

　紆う余よ曲きょく折せつはありましたが、大学院を経て大学人となり、障がい児（者）教育を学び、研究する学生、教師たちに触れる中で、自らも含めて　我らこそ　選抜と競争の論理に生き、この社会の求める人間像に適応させる価値観から逃れられない存在であることに気づきました。エゴイズムに満ちた処世術で、学問、科学、論文の名のもとにひたすら業績を積み、その１点においてのみ、人から誹そしりを受けることのない様、自分を守ることに専念する他の多くの教師たちと同じ道を歩んでしまったのです。

　このような歪んだ世界に身を置く中で、二男が高校での不登校から精神疾患を患い、ほどなく私が大学人として生きる支えとなってくれた母親が病に倒れ、父親とともに私たちと同居することになりました。その中で、子どものこと、両親のこと、そして仕事上の人間関係の軋あつ轢れきに耐え兼ね、私自身もうつ病を発症しました。

　母の認知症が進み意識がなくなり、危き篤とく状じょう態たいに至った時、私は当然のように神に祈り、救いを求めました（困った時の神だのみです）。このことは、私にとってあくまで文化的、習慣的、心情的に自然な人間的行為でした。

　あれほど理論的に神の現存を否定しようとし、現世的に生きる選択をした私であっても、恥も外聞もなく、神の前にひざまずき、救いを求めました。

　ご都合主義で恥知らずの私でしたが。自分のうつ病に関しては今、清明な意識で当時を振り返りますと、ひたすら病気の世界に入ることで、大学や自分の内なる歪んだ権威的世界から逃避したいという願いが潜んでいたように思うのです（回避と疾病利得）。

　病が癒いえた現在、そのことにやっと気づいたわけですが、人の話を理解できず、話すことも満足にできず、文章を書くことも読むことも不得意となった私がひたすら聖書の文字を追っていたという……この事が、その後、大学病院での電撃療法でさらに症状を悪化させ、寝たきりで、廃人同様となりましたが、この地点から「奇跡的」にはいあがり、蘇よみがえりの道を歩めた原動力となった様に思えます。

　その後、仕事を少しずつ再開し、教会に出向くようになり、イエスさまのみ言葉が神父さまの口を通して新たに伝えられた時、ただただ涙となって私の心を洗ってくださいました。

　これからは、自らの意志で自らの十字架を背負い、イエスさまとともに苦しむ方々の十字架を少しでも背負える人間として、再生の道を歩みたいと願っています。





早坂　菊子

カトリック麹町聖イグナチオ教会信徒

一般社団法人　早坂吃音専門士養成協会　代表

首都医校　非常勤講師　他
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聖書の言葉には、たましいを救う力がある










　冷たい雨の降る12月のある午後、私が取った電話の相手のＡさんは、20年前に新宿でギデオン聖書を受け取った方でした。その当座は読まれることのなかった聖書ですが、重じゅう篤とくなご母堂様への情愛に満ちた精一杯の看病のあとの、ぽっかりあいた心の空洞を聖書の言葉が満たしたそうです。そして、「是非キリスト教会に行ってみたい、どこか相応しい教会をご紹介ください」、というお電話でした。

　私は胸の高鳴りを覚えましたが、この返答の仕方はとても大切だと示され、とっさにイエス様に導きを求めて祈りました。住まいをお尋ねすると、板橋区とのこと。なんという主のお導きでしょう。というのも丁度そのころ板橋区の教会を訪問し、地域の牧師先生方と親しくなる機会が与えられたばかりだったからです。

　Ａさんの電話は、主のご計画の中で出会いを与えて下さったと言う強い確信が与えられました。そしてＨキリスト教会のある界かい隈わいをご存知と言うことでしたので、この教会をお勧めしました。Ｈ教会のＴ牧師先生は素晴らしい牧師先生であり、信徒のＯさんは医者で牧師・宣教師がご病気でお困りのとき親身になって助けておられる忠実なギデオン会員です、と申し上げました。そして電話を切ると直ぐにＴ牧師に、Ａさんという方が教会をお訪ねするかもしれません、と連絡いたしました。

　ＡさんはＨ教会をお訪ねくださいました。そしてＴ牧師や信徒の方々との温かい交わりと聖書のメッセージをＡさんはとても喜んでおられました。イースター（復活祭）を前に、Ａさんには是非イエス様を救い主として受け入れてくださるよう、私はしたためました。すると「このペンテコステ（聖霊降臨日）にバプテスマ（洗礼）の予定です」とのこと、主の御名を心から讃美した次第です。そしてＴ牧師にお礼をお伝えするとともに、お許しをいただいてペンテコステの当日、Ｈ教会の礼拝にお伺いしました。

　この日、Ｈ教会のペンテコステ礼拝で、私には３つの嬉しいことがありました。

　第１に、ギデオン聖書がきっかけで御救いに与った方のバプテスマに、初めて立ち会えたこと。

　第２に、「お気づきでない方がいらっしゃるかもしれませんが、このＨ教会は素晴らしい教会です、そしてＴ先生は素晴らしい牧師さんです。信徒のＯさんは素晴らしい方です。私のように、イエス様を救い主として信じ、バプテスマを受けて下さい」と、Ａさんは信仰告白の中で伝道メッセージをなさいました。このような告白を聞くのは初めての体験でした。

　第３に、礼拝後出口に立って散会される会衆を見送るＴ牧師の隣にＡさんは立って、「感謝」と手書きの袋に入れたお菓子をお一人おひとりに配りながら、「私のバプテスマ式にお立ち会いくださってありがとうございました」と頭を下げられていたことです。

　私は感動で胸が一杯になりました。御救いをこのように深く味わい、喜ばれている方との出会いによって、聖書にある御国の喜びを覚えました。すべてのご栄光を主に帰し奉り、主の御名を心から讃美いたします。

　イザヤ書第55章11節には、聖書の言葉には神様の御心を行う力がある、との約束がございます。ですから福音をお伝えするために、私たちギデオン会員は、神の言葉である聖書を差し上げて伝道しています。手渡された聖書が直ぐに読まれることもあれば、あるいはＡさんのように何年も経て読まれることもあるでしょう。しかし私たちには、聖書をとおして必ずイエス・キリストとの出会いがあり、救いに与る「時」が来るという希望をいただいて、結果をすべて主にお委ねできるということの平安がございます。

　この聖書の贈呈、備え付けによって福音を伝えるという奉仕は、困難や悩みに直面することもあります。ですから人間の力に頼るのではなく、神様から忍耐と謙遜、勇気をいただかなくては出来るものではありません。十字架の尊い血潮とご復活の主に目を注ぎ、御心を求め、主の愛に押し出され、御旨に従順しようとするとき、神様がさせてくださる奉仕です。

　この奉仕を通して、主のご臨在にふれる喜び、この喜びこそ聖なるものです。イエス様の御言葉にお従いできたという満ち足りた思いは、主への感謝の中から湧き上がってくる、かけがいのない喜びです。

　主が、この聖書贈呈の働きを用いて御業を前進され、御国を建てられるということは真に畏れ多いことです。





　これからも、主の道を主とともに歩んでゆき、キリストの愛に支えられ、主に仕える者として最期まで用いられたいと祈っています。





一般財団法人　日本国際ギデオン協会

総主事　平井　規裕

基督キリスト聖せい協きょう団だん　習志野教会信徒
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勝利の凱旋










　私は小学１年の時に終戦を迎えました。隣の民ちゃんと向かいの病弱なお兄ちゃんが空襲で亡くなりました。３年後、福井大地震が起こり私は自宅の下敷きとなりましたが助かりました。この地震で、クラスの友が７名亡くなり、病死した友が数名いました。この体験から幼い私の心には「あの子たちはどこへ行ってしまったのだろう。今、何ど処こにいるのだろう。人は、どこから来てどこに行くのだろう」と考えるようになりました。幾度か親や教師にその疑問の答えを求めましたが明確な返答はありませんでした。

　20歳の春、友人からキリスト教の特別伝道講演会の招待状を渡されました。振り返って考えますと、これが私の人生の分岐点でした。私はこの友人の半ば強引な誘いに付き合うような形で出席しました。初めて足を踏み入れる新しい空間に戸惑いながらも、これまで空を打つような虚しい人生の歩みに光を感じた瞬間でもあり、何か神聖なものを感じたのを今でも鮮明に思い起こします。

　講師の方より「真理とは、昔はそうであったが今はそうではない。とか、ここでは受け入れられるが地球の反対側ではだめだ、というようなものではなく、時代を超え場所を越え普遍的なものである。それが十字架における神の愛である。」というメッセージの言葉だけは理解でき、その後、教会に通うようになりました。この教会の牧師が、後に生涯の夫となる今村幸文牧師です。

　今村牧師は大学の神学部を卒業され、４月に開拓伝道所の牧師として福井伝道所に赴任し、５月の初に「特別伝道講演会」を行ったこの集会に私は導かれたのです。

　伝道所の礼拝は洋裁学校を借りて行われ、主はその小さな群れを祝し、この年に10数名の人が受洗したことで福井伝道所の礎を築くことになりました。私もこの救いの群れの１人として恵みに与りました。３年後に今村牧師と結婚し、娘４人を授かりました。娘たちは皆受洗し、今では孫がクリスチャンの道を歩んでいます。

　夫は、生涯現役で牧師生活59年間を務めさせていただきました。何処の教会にも模範的な主の僕が居られる一方で、長い牧会生活において私がどのように愛してもこれが通じない難しい方もおられました。主が愛しておられる人だと思いつつ、この方への祈りをするようにと導かれた経験は何度もありました。夫は59年間、一言の愚痴や不満を漏らすことなく、いつも温和で誠実に主の愛に溢あふれ、主の道を謙けん遜そんに生き抜きました。

　わたしたちは、愛してくださった方によって、これらすべてのことにおいて、輝かしい勝利を収めています。（ローマへの手紙８・37）

　２０１８年12月５日、急性心しん筋きん梗こう塞そくにより夫は82歳で召天しました。この日、長女の家族が偶然にも帰国しており、主のご配慮があったものと確信しています。

　長女はアメリカ人の宣教師ジョン氏と結婚し、オレゴン州で生活しており、留学生への伝道をしているジョンにとっては、伝道に生涯を捧げてきた夫との語らいは大きな喜びに溢れ、２人の談笑は尽きることがありませんでした。長女の家族との楽しい交わりの１週間を過ごした水曜日の朝、夫は召天しました。

　身支度を整えた夫は祈祷会に出席するため車の運転席に乗り、車の外でエンジンのかかる音を待っていた私は、一向にエンジンの音がしないのに異様な空気を感じ、運転席を見ますと夫の顔面は蒼そう白はくになっていました。救急車を待つ緊迫する中、ジョンは夫を抱きながら神への祈りを捧げてくれました。医師の診断では、病院に向かう救急車の中で息を引き取ったとの事でした。死の間際に主を愛する同労の息子の執りなしの祈りに支えられた夫はどんなにか幸せだったことでしょう。万事、主の御手の中で導かれたと思い、ただただ主を讃美するばかりです。





協力牧師　今村　まさゑ

日本バプテスト連盟　早良キリスト教会

福岡朝祷会
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あなたの未来には希望がある










　人生には悩みがつきもので、老後のことを考えたりすると、心配になることがある。アブラハムは51歳で、住み慣れた土地や親戚たちと離れ、主が示す地に行きなさいと言われた時、行き先も知らずに出発しました。行き先を知らずに出て行くのが人生であり、神の栄光が現れる場でもある。

　お前の未来には希望がある。（エレミヤ書31・17）あなたは希望をもっているので、安らぎを得、守られ、安らかに憩う。（ヨブ記11・18）と記されている。

　お前の未来には希望がある。これこそ主のみ言葉であり、福音そのものです。主のみ言葉は必ず成し遂げられ、あなたの人生はこれまで神に守られて生きて来たし、これからも守られます。

　私は生まれつき体が弱く、20年間も生きられないと言われていましたが、このみ言葉によって、新しく生かされるようになり、病弱な身でありながら、開拓伝道をさせていただきながら、今年で89歳を迎えることができ、とても感謝です。

　希望は安心感を造り出す原動力で、希望が無ければ安心することはできず、この希望は「あなたの手に不正があるなら、それを遠ざけ、あなたの天幕に悪を住まわせないなら、あなたは必ず恥じることなく顔をもたげ、堅く立って恐れることはないだろう。その時、あなたは自分の悩みを忘れ、それを流れ去った水のように思うだろう。そして、あなたの一生は真昼よりも明るくなり、暗闇も朝のようになる。」（ヨブ記11・14～17）とあり、私の希望はこのようにして造られてきました。


①希望はわたしたちを裏切ることはありません。（ローマへの手紙５・５）

②四方八方から苦しめられますが、行き詰まりはしません。途方に暮れますが、望みを失いはしません。（２コリントへの手紙４・８）ですから、わたしは気を落としません。（２コリントへの手紙４・16）

③信仰は、希望していることを保証し、見えないものを確信させる。（ヘブライ人への手紙11・１）あなたや私の未来は神が保証しています。

④信じる者は辱めを受けることがない。（ローマへの手紙９・33）

⑤望みのないとき、望みを抱いて信じ。（ローマへの手紙４・18）

⑥信仰と愛の鎧よろいを着け、救いの希望という兜かぶとをかぶりましょう。（１テサロニケへの手紙５・８）

⑦苦難は忍耐を生み、忍耐は試練に磨かれた徳を生み、その徳は希望を生み出す。（ローマ人への手紙５・３～４）







　私がいつも力をいただき、希望を持つことができるみ言葉として、


主がヨセフとともにおられたので、彼の行うことはすべてうまくいった。（創世記39・２）

主が彼とともにおられ、彼が何を行っても、主が成功させてくださった。（創世記39・23）



　30歳代で開拓伝道をしていた時、夫婦ともに結核を患いました。家内が結核療養所に入院し、ここで聖書研究会を開催していました。この会に参加していた青年が入信し、献身され、米国のカルフォルニア州にある教会の牧師となりました。

　海外宣教の幻を与えられた私は、米国で偶然にこの牧師と出会い、紹介先のフィラデルフィアにある教会で説教をさせていただきました。この時、日本人で高齢のご夫妻が私に、「私は30年間教会に通い続けたが、今日の説教で受洗することを決断しました」とお話され、教会の牧師先生と相談し、その日に洗礼を授けました。ブラジルでの伝道でも同じことが起きました。

　コスタリカに入国を計画していた時、入国では、滞在先のホテル名、知人の住所、氏名が必要とのことで悩んでいると、飛行機の隣に座っている方が日本人のようだったので、色々訊たずねたところ、無事に入国することができました。インドネシアに行った時も同じようなことがありました。

　海外宣教では、次から次に難問が降り注がれては、祈りを通して、主はほんとうにうまく事を運んでくださったのを幾度も体験しました。これにより、いつしか根拠のない自信というものを持つようになりました。





牧師　瀬尾　弘志

祈りの家

市川朝祷会
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クリスチャンとしての原点










　１９７２年９月６日、私は広島県の福山市で生まれた。両親と２人の姉がおり、我が家はクリスチャンホームなので、幼い頃から教会に行っており、中学２年のクリスマス礼拝に受洗しました。

　クリスチャンとなったものの、救いや罪についてはよく理解しておらず、その頃の私は劣等感を抱いていました。父からは「お前の教育には失敗した。お前を甘やかしすぎた。」とよく言われました。この言葉を聞くたび、「私はダメな人間なんだ」と思うようになりました。そして、弱い今のままではだめだ、強くなりたい、と思いました。高校に入ると弓道部に入部しました。私の性格にも合ったのか、めきめき上達していくので、私は「これだ」と思い、「これをやっていれば強くなれる。」と思いました。確かに上達していきましたが、私は次第に人を見下げるようになり、人からは傲ごう慢まんなヤツ、と言われるようになり、周りの人は私を避けるようになりました。こうなると悪循環に陥り、私は「俺のことを馬鹿にしている。俺はお前達とは違うんだ。今に見ていろ。」とますます弓道にのめりこみ、傲慢になって行きました。

　日曜日も練習をしていたので、教会からは遠ざかり、高校３年になるとスランプに陥り、どんな練習をしても上達しなくなりました。最後の引退試合で、試合場に立った時は、今まで経験していない強い孤独感を覚えました。引退すると受験勉強をしなければならず、今までほとんど勉強などしたこともなく大変でした。

　部活で弱い自分を覆い隠すことが出来た私は、これがなくなってしまったことで、高校に通うのがとても苦痛になりました。その頃、私は雨の日が好きになりました。なぜなら、自信が持てなかった私は、傘で顔を隠すことができたからです。

　夜間大学になんとか入学でき、再度弓道部に入部したものの、結局はついて行けずに退部したので、自分を覆い隠すものは無くなりました。

　このような時、友だちから讃美の集会に誘われました。それは大きなテニスコートで開かれた超教派の集会で、明るく、楽しさにあふれた集会でした。私は「ここは僕の来るべきところではなかった」と思いました。回りが明るければ明るいほど、自分の惨みじめさが浮き彫りにされるからです。もう帰ろうと思ったのですが、友達の手前、これを思いとどまりました。夕方ころ、司会者の方から祈りに導かれました。この方がどのように祈られたかは覚えていませんが、「上を向いてください」と言われたことだけ覚えています。この時、神様はこんなみじめな者も愛してくださっている、と感じました。

　いつか教会学校で聞いた話を思い出しました。イエス様が私たちの罪のために十字架にかかるほど私たちを愛してくださったことを思い出すと、ただ涙がとめども流れ出し、悔い改めました。この時がクリスチャンとしての原点です。その後、赤羽教会に導かれ、信仰生活の歩みが始まりだし、ただ主に感謝するのみです。





主任牧師　高橋　順

日本キリスト教団　大阪西野田教会
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２度の悔い改め










　私の母教会は、茨城県土浦市にあるキリスト兄弟団土浦教会です。この教会は私が幼少の頃、父方の祖父元川時牧師と夫人の祖母が牧会をしていました。母の胎内にいる時から祈られて教会生活を守ってきた私は、神さまのこと、罪、十字架による救いは理解しているつもりでした。

　夏に開かれる教団のバイブルキャンプなどに参加しては罪の悔い改めをし、新たな気持ちとなって信仰生活を始めるのですが、２～３日も経つと、いつもと変わらず、冷めた信仰生活に戻っていました。

　中学１年の夏、両親から受洗を進められました。理由は、祖父の存命中に洗礼を授けていただこう、との思いからでしたが、私はこれに反対でした。何故なら、私はこれからも罪を犯すだろうし、自由な気持ちでいたかったからです。

　しかし、上の２人の姉と共に受洗することになりました。教会の庭に簡易プールが設置され、82歳になる牧師の腕に掴つかまり水に沈められた時、何とも言えない心地良さを覚え、洗礼後は涙が溢れ出して止まりませんでした。これは、喜びというより罪だらけの自分が洗礼を受けたことで、神聖なものを汚してしまった、と感じたからです。

　洗礼前に悔い改めの告白を牧師の前でしたのですが、どうしても言い表すことの出来ない罪がありました。私は神さまが立てた牧師の前でというより、祖父である身内の前だから告白が出来なかったのでした。受洗後もいい加減な信仰生活は変わりませんでした。

　就職先が決まることで、神さまとの係わりが出てきました。それは、職場がキリスト教の幼稚園で４月から教諭として勤めることになった時、母から「今のような信仰の有り様では、子供たちの命は守れないよ。」との一言が心に刺さり、命は主のものだ、という畏おそれがおきました。

　私は今までの姿を省み、もう一度神さまが立てた牧師の前で罪の悔い改めをさせていただきました。すると平安と喜びに満たされ、背後で祈り続けてくださった家族、教会の方の執りなしを覚えずにはいられませんでした。また、何よりも忍耐と憐れみの限りをもって待ち続けてくださった主イエスさまに感謝の祈りを捧げました。

　わたしが誠実でなくとも、キリストは常に誠実であられる。キリストはご自身を否むことができないからである。（２テモテへの手紙２・13）





牧師　高橋　容子

日本キリスト教団　大阪西野田教会
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天国に凱旋したラザロ










　７歳年上の兄・透は、中高生の時に統合失調症を発症し、以来50年近く都内の精神病院に入院していました。長年、父が衣類の交換のため２週間に１回ほど透を訪問していましたが、３年前、自宅２階の階段から転げ落ち、背中を強く打って歩けなくなったので、私が代わりに衣類交換に行くことになりました。

　透を訪問した時は、なるべく天国の話をしました。「この地上では苦しみばかりだったけれど、イエス様を信じて天国に行けば神様の懐で安らかに過ごすことができるんだよ」と。すると、透は「天国に行く、信じる」と言うのでした。

　昨年４月、一つの転機が訪れました。透が誤ご嚥えん性せい肺炎にかかり、転院治療を受けることになりました。医師からは、「透の体力は85歳ぐらい」と言われました。長年、精神病院で生活していると、普通の人よりも20歳早く老いるとのことでした。

　私はこの時が透を救いに導く最後のチャンスだと思い、日本基督教団深沢教会の齋藤篤牧師と一緒に透の病床を訪れ、齋藤先生に透を信仰告白と洗礼に導いていただきました。「お前は生きている間に善い物を授かったが、ラザロは悪い物を授かった。しかし、今、彼はここで慰められ…」（ルカ16・25）。このみ言葉が成就することを、心から願いつつ。

「天国に行きたい？」「ハイ！」

「イエス様を信じますか？」「ハイ！」

「洗礼を受けたいですか？」「ハイ！」

　齋藤先生の問いに、透の返事はすべて「ハイ！」でした。まるで赤子のようでした。２日後、透の病床洗礼が行われました。その光景を目の当たりにした時の私の心情は、「やったー！」というより唖あ然ぜん、呆ぼう然ぜんといった感じでした。

「うちの家族は絶対に神は信じない…」、長い間そう思っていました。父に福音を語っても、「信仰を持っても何のご利り益やくがあるんだ？　お前、何も変わっていないじゃないか…」と、跳はねかえされてばかり来たのです。やがて、家族には福音について全く語らなくなりました。しかし、そんな私の家族に救いが来たのです。本当にびっくりしました。「私は諦めても、神様は諦めていなかったんだ…」。その言葉が、私の脳裏を過よぎりました。

　２０１９年２月21日夜９時57分、透召天。深夜、齋藤牧師が病院に駆けつけてくださり、透の枕元で祈ってくださいました。父は透が亡くなってからずっと号泣していたそうです。「透は不ふ憫びんな子だった」「かわいそうな子だった」「透には本当に申し訳ないことをした…」、そう言って泣き続ける父の姿を目の当たりにした時、「透が洗礼を受けていることを伝えなければいけない」との思いが天から来たのです。それで、勇気を出してこう言いました。「透はイエス様を信じて洗礼を受け、天国の住人になったんだよ。だから大丈夫だよ！」

　この言葉を聞いた父は突然泣き止み、びっくりした顔で「そうかね。牧師先生から透は洗礼を受けていたのかね」とつぶやいたのです。そして、驚くようなひと言が父の口から発せられました。「透にそこまでしてもらっているなら、洗礼を授けてくれた牧師先生に葬儀に来てもらおうか…」

　もともと葬儀は仏式の家族葬でしたが、そのプログラムに齋藤牧師の奨励が加わり、さらに火葬場でも祝祷をしていただくことになりました。齋藤牧師は「苦しみのない人は誰もいません。神様は苦しみを希望に変えてくださる方です。透さんはこの地上ではつらい、苦しいことばかりの毎日だったかも知れませんが、今は天国のイエス様のもとで安らかにしておられることを覚えましょう」と慰めに満ちたメッセージを語ってくだいました。

　コーラとラーメンとビージーズが大好きだったユーモアたっぷりの透さん、人生の最期にすばらしい奇跡を見せてくれて、本当にありがとう。イエス様の懐でゆっくり休んでね！





中田　朗

浦和福音自由教会信徒

いのちのことば社　クリスチャン新聞　記者
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弱い時こそ私は強い










　２００５年、ＭｙＢｉｂｌｅ最初の出版の頃から振り返れば、15年近くの年月が流れたのですね。

　著者の蒲池さんはお聖み堂どうの最前列で、凛としていつも変わらずに祈っておられ、隣にはお父様がいらしたこともありましたね。その後ろ姿に、私も何度となく居住まいを正させられたことか…

　これ程まで、長きに渡ってＭｙＢｉｂｌｅの出版に至った背景には、蒲池さんの揺るぎない神への信頼が根付いているからでしょう。

　沢山のみ言葉に支えられながら、今年もまた私たちは喜びと平安のうちに主のご復活を迎えました。

　四旬節（復活祭前の40日間）に「高山右近にならう謙遜」をテーマに、京都教区　大塚喜直司教様の黙想会の恵みに招かれました。

　高山右近は戦国の世をキリシタン大名として深い信仰に生き、故に苦難に満ちた人生を余儀なくされました。度重なる試練に、自分の地位や名誉も手放してもなお、信仰を証し、神の前には小さき者となる右近。

　豊臣秀吉の伴ば天て連れん追つい放ほう令れいによって、安住の地を選ぶことをせずマニラでその生涯を終えました。武将としても有能であった右近が、全てを投げ打ってまで自分が信じる道を歩む事が出来た信仰とはどのようなものか、考えさせられます。

　平和な時代に安あん穏のんとして生きる私と右近とは比べようもない事ですが、時を経て同じ日本人として今を生きる私には誇りであり、力強い導き手です。

　右近の神への信頼には疑問の余地はないと、誰もが認める事でしょう。それから４００年もの長い年月の後、２０１６年にようやく「福者」の認定がされました。

　ところが、この黙想会では傲ごう慢まんの罪との闘いに焦点が当てられました。それは自己の力の範囲内での知識、判断、決定、自信に限られており、イエスを３度裏切ったペトロと共通するのは、信仰に限界があったとのお話でした。

　私にも思い当たることは、少し気を許したら何度となく見え隠れする「傲慢」という罪。それは、日常生活において、いつもまとわりつく影のような存在です。さも自分が正しいとばかりに他者を批判しては人を傷つけ、人を裁くことの何と多いことか。

「赦しの秘跡」（告解）を行い、心を新たにしても、すぐ後から泉のように湧き出る傲慢の思いは、これからも生きて行く限り、向き合わなければならない試練なのでしょう。

　しかし、この黙想会を通して、神の前に非力で貧しい者であると気づいた私は、福者 高山右近の生き方に倣い、何度もつまずきながらも立ち止まり、そして、改心していけると確信しました。何故なら、主は、「お前はわたしの恵みで十分だ。弱さにおいてこそ、力は余すところなく発揮されるのだ」とお答えになりました。ですから、キリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで、わたしは自分の弱さを誇ることにします。（２コリントへの手紙12・９）このみ言葉が示すように、「弱い時こそ私は強い」からです。





坂野　孝子

カトリック東京カテドラル関口教会信徒
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信仰の従順










　１９１１年（明治44年）１月３日、菊地猶之介とタキの長女としてヤシは誕生した。呉服商をしていた父親はこれを止め、イエス・キリストを伝道する牧師となる。ヤシは開拓伝道をする家庭が厳しい経済環境におかれるのを覚悟し、真の献身者として、その後の生涯を歩んだ。

　ヤシが女学校の時、「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままである。しかし、死ぬば、豊かな実を結ぶ。」（ヨハネ12・24）このみ言葉がヤシの心に刻まれた。ヤシは家の手伝い、弟や妹の世話をしながら女学校に通った。女学校での卒業を迎え、ヤシは医学を志し医者になることを夢見て、父にこのことを話すと、「私の家では無理だ、あなたが働いて、弟や妹を医者にしたらよいのでは」とさとされた。父の弟が医者でもあったことから、ヤシは叔父さんの家からお金を借り、医学部に入りたいと言ったところ、父は、「神に頼らず、人に頼ってはならない。人に頼った時、後から神様に栄光を帰せなくなる。」と言われ、ヤシは東京大学の看護学科を卒業し、助産婦の道を選択し働いた。ヤシはみ言葉に従って一粒の麦になったことで祝福された。

　主は、「あなたたちの神、主を信じよ。そうすれば守っていただける。主の預言者を信じよ。そうすれば成功する。」（歴代誌下20・20）

　ヤシはその後、北京大学病院で助産婦の婦長として赴ふ任にんした。弟や妹のために働き、日本に帰国すると、妹の「るい子」が医者になるのを助けた。当時の深谷教会では、神の癒しを信じる医者が１人でも欲しいと、イスラエルの民が出エジプトの旅に出てからカナンの地に入るまでの年数と同じ、40年間祈り続けた。昭和30年代に入り１人の医者が与えられたのがるい子だ。

　神はヤシを大いに祝福し、ヤシの深谷教会での働きは目覚ましく、また、菊地病院となって創業してからは、ヤシとるい子の２人を主は祝福し、病院は毎年のように増改築を繰り返し成長していった。

　ヤシは自分の部屋を持つことをせず、患者の間で夜は眠り、患者さんからは信頼される人になっていたが、余りにも多忙な毎日であった。

　ヤシは捧げる人でもあった。病院の建設にと購入した土地を、小林吉保牧師が、「この土地は一等地だから、教会に奉げなさい」との言葉で、すぐさま「はい」と簡単に献げてしまった。

　神は時として、人を通して語りかけており、ヤシはこれをしっかりと掴み取った。そして、マリアは答えた、「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身になりますように。」（ルカ１・38）とあるように、主への従順は、神様が一番喜ばれることをヤシは知っていた。

　ヤシとるい子は共に、将来の１００年先を見据えて、献身者と医療関係者になろうとする者たちに奨学金を出した。その結果、深谷教会では、助産婦、看護師７名以上、牧師４名、医師11名以上と驚異的な主の恵みをいただいた。神の癒しを信じる医師を１名以上与えてくださいとの祈りに、神は、創立１９１６年の深谷教会に、医師を11名以上与えてくださった、その中の１人が私です。

　母の胎にいた時からわたしに担になわれてきた者たち、腹にいた時からわたしに背負われてきた者たちよ。お前が老いるまで、わたしはその者である。白髪になるまで、わたしは担う。わたしは造り、わたしは背負う。わたしは担い、わたしは救う。（イザヤ書46・３～４）

　ヤシが高齢となってからは、何の不自由もなく、介護者が毎日聖書を読み聞かせ、まさに、地上において天国を味わった。

　ヤシの遺産として、物質的な相続財産はないが、信仰の遺産として「まず、神の国とその義を求めなさい。」（マタイ６・33）これは、神様を一番として生きる生きざまこそ、私たちの中に神様が生きておられることの証しであり、そして、「測り綱はわたしのために善い所に落ちた。まことに、わたしが受けた譲りは素晴らしい。」（詩編16・６）とあるように、ヤシは神様から、この世で一番良い相続財産を相続した、と告白する者となった。

　主に忠実だったヤシの死は、「主の日には惜しむべきもの」（詩編１１６・15）となった。主よどうか、ヤシを約束のみ言葉通り「主を愛し、その命令を守る者には、契約を守り、慈しみを千代にまで施される。」（申命記７・９）者とならせてください。





主任牧師　保母　光彦

日本キリスト教団　深谷教会

医療法人信猶会　菊地病院医師

参考文献　深谷教会１００年誌
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その時与えられたみ言葉と神の声










　国際ナビゲーターにおいて、次期の日本代表を選出するためのプロセスに入り、代表は誰が良いか皆で祈り始めた時、ある人から「多くの人は、あなたが次の代表だと考えていますよ。」と言われました。私は、他に相応しい方の事を考えていたので、ショックを受けました。また、そのように言われると、もし本当に代表に選ばれたら、今、仙台で活動している学生への宣教はどうなるのだろう、東京に引っ越さなければならないのか、それ以前に私のような者にこれ程の大切な働きが務まるのだろうか。といった様々な思いが浮かびました。それと同時に、多くの人たちが考え祈ってくださっている事への思いにも感謝でした。

　代表を選出する総会の３か月前、関係者へのアンケートがなされ、回答の何人かは私の名前を挙げていました。それを見たとき、人の意見をある程度知ることはできるけど、神様はどのようにお考えなのだろうかと思い、御心を求めて聖書を読むと、主は語ってくださり、イザヤ書41章９節10節のみ言葉が示されました。








わたしは地の果てからお前を連れ出し、

地の隅すみから呼び出して言った。

お前はわたしの僕しもべ、

わたしはお前を選び、退けなかった。

恐れてはならない。わたしがお前とともにいる。

怯おびえてはならない。わたしはお前の神である。

わたしはお前に力を与え、助けとなり、

わたしの正義の右の手をもってお前の支えとなる。








　このみ言葉から、主が選ばれ、ともにおられ、強め、助け、支えてくださる事を信じたいと思いましたが、家内とも祈り、話し合ったところ、私たちは他の人の名前を書くことを決めました。

　総会において、代表選出の投票用紙が配られ、家内と話し合った人の名前を書こうとした時、「あなたは自分の名前を書きなさい。」と主が語られ、イザヤ書のみ言葉が迫り、思わず自分の名前を書き投票しました。

　結果は、大部分が私への票でした。この選出方法は、１度で終わるのでなく全員が１人の名前に一致するまで続けられます。最初の投票の後、私に話す様にと言われたので示されたイザヤ書のみ言葉と自分の名前を書き投票した事を話しました。そして、もう１度投票が行われ、私が代表として選出されました。





　この様にして、主の不思議な導きにより国際ナビゲーターの代表としての役割を与えられ、２年前から代表の働きを始めました。

　この２年間の働きの殆どは、今まで自分のした事のない仕事ばかりで、多くの失敗もありましたが、沢山の方々によるお祈りと助け、何よりもイザヤ書にある約束通り神様が私を強め助けてくださったという経験をさせていただきました。

　実際には、ナビゲーターの代表としての働きは家内と私の２人で行っており、「あなたがたのうち２人が心を１つにして地上で願うなら、天におられるわたしたちの父はそれをかなえてくださる。」（マタイ18・19）とあるので、前にも増して夫婦で共に祈ることや主の御み心こころを求めての話し合いと助け合う経験をさせていただいています。

　これからも、さらに主の御心を求め、日本に「イエス様の福音」と「神の御国」がもたらされるよう、次世代の働き人を育成する活動ができるようにと願っています。





　国際ナビゲーターは、アメリカ人であるドーソン・トロットマンによって、キリストの弟子造りの働きをするために始められました。ビリー・グラハム師が主催する伝道集会において、救われた人々をフォローアップする働きを担っていた時期もあり、今でもその資料が使われています。ナビゲーターは「キリストを知り、キリストを知らしめよ　他の人の成長を助け、助けられた人は同じ様に他の人を助けよ」という理念を掲げ、全世界において、キリストの弟子としての働き人を育成する活動を続けています。





国際ナビゲーター

代表役員　小川　徹

日本福音キリスト教会連合　泉キリスト教会信徒
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主に奉げる生涯










　小学３年生の時、銭湯で瀬尾弘志牧師に教会学校へ導かれる。教会に行くと、神様の聖さ、温かさ、明るさが感じられ、毎週教会に通った。

　私は科学がとても好きで、思春期には信仰との葛藤を覚えた。何故なら聖書の奇跡が信じられなかったからだ。

　大学２年の時、信仰の行き詰まりを覚え、その年の夏、教会へ行くのをやめる決心をした。夏休みで、故郷へ帰省する船の中、読んでいた小冊子にエフェソへの手紙２・８～９のみ言葉があった。「あなたがた自身の力によるのではなく、それは神からの賜物です。あなた方の行いに基づくことではないのです。これは、誰も自分を誇ることのないためです。」

　このみ言葉を読んだ時、不思議なことが起きた。それまでの信仰への疑問がみるみる晴れて行き、まるでカーテンが開かれ、朝の光が差し込む思いだった。自分の理解や努力で神を知ることはできないし、神を信じることはできない。神を信じる信仰は神が恵んで下さるものだということを悟らされた。真夜中、誰もいない船の甲板に上がり祈った。海も空も漆しっ黒こくで風が吹いていた。私は祈った。「神様。あなたはいらっしゃるのですか。」すると「いる」という声を聞いた。恐れを感じてうずくまると、熱いものを内に感じた。

　その後、私は人が変わったように証しを行い、伝道を始めた。大学の中に聖書研究会を作り学生達へ伝道した。私のメッセージは非常に単純で、一言、「神はいる。」だった。学生が集い、信じ、牧師になった者もいる。その経験が今に至っている。

　結婚し家庭礼拝で人々が集い、やがて教会へと成長して行った。私は会社で電子デバイスの製品開発や技術開発などに携わり、電子物理分野で工学博士を取得した。研究所の部長を経由して知的財産部門のトップマネジメントを務めた。会社の仕事をしながら大学で電子デバイスの理論と分析についても教えた。

　その傍で伝道、牧会をしていた。長年、フルタイムで主の働きに携わりたいとの願いがあった。２０１５年、60歳の時に会社の契約と大学講師の契約を辞し、フルタイムワーカーの働きに備えた。その年にワンミッションソサエティ（One Mission Society略称ＯＭＳは米国に本部を持つ宣教団体）のＴ＆Ｍ（Discipleship Training & Church Multiplication,弟子訓練による教会増殖）プログラムをSteve Duhrkoop師が紹介してくれた。その内容は、私がビジネスで携わっていた概念としてのミッション、ビジョン、戦略、マネジメントと重なった。Ｔ＆Ｍ、および宣教団体ＯＭＳとの出会いは神様の導きであると信じている。

　２０１６～２０１８年の３年間、ＯＭＳ本部があるインディアナ州グリーンウッド市で毎年Ｔ＆Ｍ Launch, Developとコーチングの研修を受けた。２０１７年からＯＭＳのBob & Suzanne Warren夫妻と共にＴ＆Ｍセミナーを四国、北海道、喜界、沖縄、東京の各地で実施して来た。高知グレースチャーチや喜界キリスト教会がＴ＆Ｍで成長している。２０１９年からは高知グレースチャーチの佐伯牧師と共に日本語だけでのセミナーも開始し、２月、３月に１４４名の牧師、リーダーの方々が受講されている。

　２０２０年３月まで毎月セミナーが予定されている。日本中にこの活動が広がり、救霊、弟子訓練、教会増殖が進むことを信じている。

　２０１８年３月、初めてブラジル宣教に赴おもむいた。友人のＥｄｓｏｎ宣教師のコーディネートにより各地で宣教活動をし、この１年間で３回、計２か月訪問し、合計５[image: ，]０００人が集い、５００の人が信仰を告白した。御霊のお働きが顕著で、救霊と共に癒いやしと奇跡のわざも伴う。

　これは素晴らしい主のご栄光であり、人々の喜びだが、魂の救いをいただいても、キリストの弟子にならなければ、その人の信仰は弱まる。イエス様の宣教命令は弟子作りである。弟子が弟子を生み出し、全ての国民がキリストの弟子になることが目標である。Ｔ＆Ｍはそれを支援する。主の弟子作りのために、私の生涯を主に捧げる。





宣教師　喜納　秀樹

ワンミッションソサエティ
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手渡しの宣教










「信じたことのない方を、どうして呼び求めることができるでしょうか。聞いたことのない方を、どうして信じることができるでしょうか。宣べ伝える者がいなければ、どうして聞くことができるでしょうか。遣わされなければ、どうして宣べ伝えることができるでしょうか。」（ローマへの手紙10・14）

　パウロがこう語っているように、救いが一人ひとりにもたらされるためには、神に遣わされ、宣べ伝える人が必要であり、その人が語る言葉を聞き、主を信じて呼び求めることが必要です。

　宣教の業は、２０００年の時を経た今も、絶えることなく受け継がれ、口で伝えられていた福音はやがて文字になり、さらに活字となって全世界に拡がりました。また、今では様々なメディアを通して、より多様な方法で伝えられています。しかし、どのようなメディアでこれが運ばれようとも、宣教の業は今も、パウロの時と同じ手渡しです。信仰や救いも宣教と同様、常に人から人に手渡しで受け継がれてきました。

　主は、宣教の始めに「わたしについて来なさい。あなたがたを人を漁すなどる漁師にしよう。」（マタイ４・19）とペトロとアンデレに語り、さらにヤコブとヨハネの兄弟にも自分のもとに来るよう呼ばれたのは、十字架の死と復活に向かってともに歩むことで彼らに福音を直接手渡すためです。

　福音はイエスから弟子たちに手渡されましたが、その福音とは人（肉）となった神の言葉、神の子イエス・キリストご自身に他なりません。神の言葉が人となることではじめて人類の救いが実現しましたが、これは神の言葉が肉となり人となることで福音が人に手渡された出来事でもあります。このことは私たちが福音を伝えようとするときにも、同じように起こります。肉になっていない言葉を言葉だけ伝えようとしても空しく相手に響くだけです。体に染みこんだ言葉を渡すことが必要です。宣べ伝える人を生き生きと生かしている言葉、体に染みこんだ言葉こそが信仰をもたらす力を持っています。

　パウロは宣教についてこう語っています。「この世は神の知恵に囲まれているのに、自らの知恵によって神を知ることにはいたりませんでした。そこで、神は、宣教という愚かなことによって信じる人々を救うほうがよいとされました。」（１コリントへの手紙１・21）

　宣教は愚かな手段なのでしょうか、宣教が手渡しの業であることを考えると確かに効率の良い方法とは言えません。そこには誤解やすれ違い、躓つまづきが生じるからです。手渡すことのできなかった信仰もあるでしょう。にもかかわらず宣教という手段がなぜ選ばれたのでしょう。

　神が宣教を通して最後に手渡したかったのは、私たちの救い、すなわちイエスの死と復活によって与えられた永遠の命を私たちが生きることです。永遠の命は、神の命の姿に、父と子と聖霊の交わりという命の姿に示されています。イエスがもたらした永遠の命は交わりの命です。これはイエスの復活を信じて生まれた最初の共同体の中にはっきりと現れています。ヨハネ福音書では、イエスの死後、弟子たちは失望と恐れの中で、自分たちの家の扉を閉ざしていました。交わりを生きることができなかったのです。しかし、復活を信じて歩み始めた彼らは「皆一つ」になり、「心を一つにして」「パンを裂き」「神を賛美していた」と使徒言行録は記しています。（使徒言行録２・42～47）

　信じることで弟子たちは、交わりである永遠の命を受け取っていったのです。永遠の命は、神と人、人と人との交わりの中を伝わっていったのです。命は交わりの中を伝わるより他ないのです。人から人への手渡しの宣教が必要とされた理由もここにあります。

　愚かに見える十字架が人間の救いに最もふさわしい道であったように、最も大切な永遠の命を伝えるには、愚かに見える宣教のありようが最もふさわしいのです。





司祭　大瀧　浩一

カトリック新潟教区　事務局長
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人生は神と人との出会いで決まる










　前科３犯、受刑歴は延べ20年。獄中で主イエス・キリストとの出会いで回心した。「神の愛の宣教者会」のシスターとの交流をきっかけにマザー・テレサを信仰の母とし、出所後は真の愛と赦しを実践するために「民間非営利団体マザーハウス」を設立。以後、受刑者や出所者のケアと共に、イエス・キリストを伝えています。

　２０１４年５月、マザーハウスをＮＰＯ法人として正式に立ち上げ、現在、全国の受刑者約７５０名と文通（ラブレタープロジェクト）に取り組み、出所者50名以上をサポートしています。

　犯罪被害者・加害者の支援を行っているが、元受刑者が回心した話に門を開いてくれるところは少なく、無関心さが目立ちます。愛は知ることから始まり、「行いを伴わないなら、それ自身、死んだものです」（ヤコブの手紙書２・17）とあるように、行動が伴っていない信仰や教会があるとすれば、死に瀕している状態と言えます。

　墨田区にあるＮＰＯ法人マザーハウスの「マリア・カフェ」は出所した元受刑者たちがコーヒーを淹いれ、１００円で販売している。ここが自分たちの居場所となり、多くの人との交流ができ、生活していく上での土台ができています。

　再犯防止には、しっかりとした土台が必要です。それには「生きている、生かされている、繋がっている」ことが実感できる場所が必要であり、各々の居場所となっているのがマザーハウスで、ここにはキリストがいます。

　マザーハウスは、キリストが教えているように、土台が無い者は崩れやすいので、受刑者が本気で社会復帰したいと望み、これを実践する人をサポートします。

　刑務所においては、刑務作業があるが報奨金は見習い工で１時間が５円、最高でも50円しかもらえない。受刑者の多くは、刑務所から出れば、頼る人や居場所はなく、社会とのつながりをもつところがなく、元受刑者が孤立し、収入もなく生活に行き詰まると、再び犯罪に手を染める者が出るので、マザーハウスは、社会復帰につながる就労支援もしています。

　このような状態に、マザーハウスは手を差し伸べ、社会復帰後、コーヒーの販売、掃除、引越しなど、便利屋業も手掛けています。





[image: マザーハウス]





　私の幼い頃、家族に愛された経験は薄く、中学時代はグレました。昨今、子供への虐待ニュースや家庭・教会において、子供たちに口うるさく言う大人たちがいます。イエス様は「幼子たちがわたしのもとに来るのを止めてはならない」（マルコ10・14）と語っているように、子供たちにはもっと自由にさせたらよいのでは、と思っています。

　３度目の逮捕後、服役中に聖書やマザー・テレサに関する本と出合い、むさぼるようにこれを読み、刑務所を訪ねてくれた教きょう誨かい師しにキリスト教についての教えを乞い、神父様やシスター方との文通が始まり、出所後はカトリック教会で受洗しました。

　私が服役した経験から、受刑者の皆さんには、読み終えた私物の本を古本募金として寄付していただくことをお願いしています。これらの本をある団体が販売し、この収益の一部を寄付として受け取ったのを、出所者への生活支援や、犯罪被害者の支援に充てています。自分さえ良ければ、との思いが犯罪につながることから、この古本募金によって、「自分の行為が誰かのために役立っている」、「相手のことを考えてみよう」、という気持ちになってくれたら、と願っています。刑務所に入っていると、このような考えは育たないのです。

「言葉や口先によってだけでなく、行いと真実をもって愛し合いましょう」（１ヨハネ３・18）とのみ言葉から、受刑者の方々が救いへと導かれるよう、２０１８年10月13日、カトリック麹町教会 主聖堂において「受刑者のためのミサ」を捧げました。司式者は次の通りで、感謝です。




主司式　　カトリック東京大司教区　　大司教　菊地　功

共同司式　ローマ教皇庁　大使　ジョセフ・チェノットゥ





五十嵐　弘志

カトリック麹町　聖イグナチオ教会信徒

特定非営利活動法人マザーハウス　理事長











正教徒として生かされて










　努力によって乗り越えられないものはないと信じていましたが、40代半ばのある日、他者はむろん、自分すら恃たのむことができない事態がやってきました。

　若い頃から教会に時々足を運んでいました。洗礼を受けようと思ったこともないではありませんでしたが、何かが私を阻はばんでいました。ロシア文学好きが高じて、趣味でロシア語を学んでいた私は、それほどの期待もなく初めてニコライ堂に向かいました。

　無伴奏の聖歌と祈りの掛け合いの中にいつしか融け込み、やがてパンと葡ぶ萄どう酒しゅがハリストス（キリスト）の聖体と尊血に変わる時が来て、信者が一斉に跪ひざまずきましたので、私もこれに倣いました。その時、肩からすべての不安が落ちたのです。「すべて私に委ねなさい」と言われたような気がして、その場で受洗を決めました。若い神父は笑いながら「あわてずゆっくり勉強しましょう」と言われ、学びは１年間続きました。

　教義の基本となるニケア・コンスタンチノープル信経（クレド・使徒信条）から入り、聖体礼儀（日曜や教会の祭日の礼拝。パンと葡萄酒が主の聖体と尊血に変化され、それを信者がいただくことが中心）や十字を描くことの意味、教会の暦など、時間をかけて学びました。同時に、聖体礼儀に参加すること、つまり「知識」と「体験」が大切と教わりました。

　ある日、神父が、祈りを憶おぼえることの大切さを教えた後、こんな寓話を語りました。

　徳を修め世の尊敬を集めるひとりの主教が、湖を船で渡っていました。船客たちの話から、小さな島に完全に世を捨てて神に仕える３人の隠いん者じゃがいると知った主教は、彼らに会ってみたいと思いました。船長が出してくれたボートで主教が島に着くと、髪も髭も伸び放題、木の葉を綴った衣服を身にまとった３人が現れました。主教は感動し「どうやって祈っておいでかな？」と訊たずねました。３人が声を揃えて叫びました。「あなたは３人、私たちも３人！」主教は気の毒に思い、せめても、と「天主経」（主の祈り・天にいます我らの父よ……）を教えました。ようやく覚えた３人はとても喜び、船に帰る主教の心は満たされていました。その夜、恐怖が船を襲いました。「怪物だ、湖の怪物だ！」主教が甲板に出てみると、３つの光が凄すさまじい速さで湖面を走ってくるではありませんか。主教の前にぴたりと止まると、なんとあの３人の隠者だったのです。「主教さん、祈りを忘れてしまいました！もう一度教えて下さい」主教はひざまずき、３人を拝して言いました。「あなた方はそのままでよろしい。罪深い私のために、祈ってくだされ」主教の頬ほおを涙が伝いました。３人はくるりと向きを変えると、島へ戻って行きました。

　神父がこの話を語り終えた時、私は泣いていました。この体験は信仰の原点のひとつとなっています。


※「あなたも３人」とは、至聖３者（父、子、聖霊）を指しています。



　受洗後、人生上の困難は、神様のお助けを得て解決しました。その後、夫も洗礼を受けました。数年後夫は永眠しましたが、最後までハリステアニン（クリスチャン）としての姿を示してくれました。まさに「後の者が先に」なったのです。主は、夫の死後、生死を超えた結びつきがあることを、さまざまなできごとを通じて教えて下さいました。

　２年前、コソボの修道院でのことです。「なぜ正教徒になったのですか」と、修道司祭に聞かれ、どう答えていいか迷いました。英語力の不足からだけではなく、何を言っても本質からずれてしまう気がしたのです。帰国して改めて考えると、「私の罪は深く、正教徒にならなければ救われなかったのです」と答えるべきだとわかって、感謝で胸がいっぱいになりました。御聖体をいただく日の朝に読む祈祷文の１節に「罪の多きところ汝の恩おん寵ちょうますます溢れ」とあるとおりです。

　教会暦に基づく生活と信仰の一体性は正教会の特徴です。朝晩の祈りは、聖師父たちの祈りを集大成した祈祷書によります。自分の言葉で祈ることをしないのは、エゴが入り込むことを避けるため。自己を捨てて無名性に埋没することが「正教徒の飾り」である「謙遜」です。私たちが最も大切にしている祈りはとてもシンプルです。「主イイスス・ハリストス神の子よ、我罪人を憐れめよ」


※イイスス・ハリストスとはイエス・キリストのことです。使徒伝承の教会であることから、古代ギリシア語を多用します。また正教会では、「神父」というだけで敬意が籠こもった表現とされ、神父は妻帯するのが一般的です。







鈴村　明子

東京復活大聖堂教会信徒
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私は神さまの道具です










　私は、６人兄弟の末っ子で、物心ついたころには兄けい姉しは学校に行っており、昼間は家にはいませんでした。私も学校に行きたいと母に申しましたところ、母は家の近くにできたばかりの幼稚園に連れて行ってくれました。そこはカトリック教会の幼稚園で、お庭が広く、イタリア人で歌がとても上手な神父さまがおられました。それが私と教会との出会いでした。

　幼稚園では、イエスさまのお話や歌を教えていただき、まだ戦後の傷きず痕あとが生々しく残っている風景の中にありながら、まるで夢のような豊かな日々を過ごしました。

　小学校に上がり、近くに住む森崎じゅん子ちゃんと仲良しになりました。じゅん子ちゃんのお家は、熱心なカトリック信者の家庭でした。ある時、じゅん子ちゃんが私に「私の家に神父さまがお話にくるので、あなたのお母さんにも来て欲しい」と言われました。私は家に帰り、母にこの事を伝えました。すると母は「行ってみようかしら」と言ってくれたので、私はホッとして、じゅん子ちゃんに「母が行きます」と伝えました。当日、私が学校から帰ってみると、お客さまが来られていました。私は母に「約束したはずなのに、なぜじゅん子ちゃんのお家に行ってくれないの！」と聞いたところ、母は「お客さまが来られているので行けないの」との返事があった途端、私は「どうしても行ってくれないと困る！」と言って泣き出したそうです。私がいつまでも泣いているものだから、母が困っていると、大学生の兄が帰ってきました。母から事情を聞いた兄は、「それなら僕が行ってあげるよ」と言って、じゅん子ちゃんの家に行ってくれました。

　神父さまのお話を聞いた兄は、大変な衝撃を受けたようでした。この事について兄は「目黒サレジオ教会50周年記念誌」の中で詳しく述べています。それから兄は、毎週教会に出かけて行っては、神父さまのお話を聞くようになり、１年後には、両親の許しも得ず、受洗しました。その後、兄は神父さまを我が家に招いてお話を聞き、１年後には、母と姉と私が洗礼のお恵みをいただきました。その後、もう１人の姉と亡くなる直前に父が受洗しました。両親は今、府中のカトリック墓地で安らかに眠っています。

　後になって、なぜ私はあの時、泣き続けたのかしら、しかもあれから50年以上の年月が経った今になっても、あの時の情景が鮮明に私の脳のう裡りへフラッシュバック（過去の思いが蘇よみがえる）するのです。私はそこに「キリストにおいて実現されるようにと、あらかじめ計画しておられ」（エフェソへの手紙１・９）た神さまのご計画を感じるのです。神さまは本当に不思議な方法で私を道具として使われました。

　私の人生は、じゅん子ちゃんとの出会いがなければ、また、「天の下のすべてのものには、その時期があり、すべての営みにはその時がある。」（コヘレト３・１）あの日、あの時に兄が我が家に帰っていなければ、きっと今とは違った人生になっていたことでしょう。

　これからも私は、神の国の実現のため、神さまの道具として、精進してゆきたいと思います。





北條　智江子

カトリック東京カテドラル関口教会信徒
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私のエンディングノート










　私がいかにしてカトリックの信仰と出会ったかについてですが、洗礼のお恵みに与ったのは１９５４年（昭和29年）でした。この切っ掛けとなったのは妹の智江子の影響が大きく、私が大学２年で智江子がサレジオ幼稚園生の時でした。この園長先生がダルフイオル神父様で、神父様が自宅近くの信者さんの家に公こう教きょう要よう理り（キリスト教の入門講座）を教えに来られ、妹が私にも是非、この講座に参加して欲しいと頼まれ、私はキリスト教に興味もあったので参加しました。

　そして、この年のクリスマスに受洗しました。その時、写真にある大聖堂が完成したばかりで、私たちの洗礼が大聖堂での受洗第１号になりました。この大聖堂は、その年偶然にもシドッチ神父が持参した親指の聖母（悲しみの聖母）像が発見され、それに因ちなんで「江戸のサンタマリア」聖堂と名付けられました。本物の聖画は国宝で国立博物館に所蔵されていますが、この複製が碑文谷教会の小しょう祭さい壇だんに飾られています。世界中にマリア様に捧げられた聖堂は数多くありますが、江戸のサンタマリア様に捧げられた聖堂は碑文谷教会だけと思っています。

　その後、私は大学を卒業し、千葉市にある科学技術庁放射線医学総合研究所に勤務することになり、放射線の計測、放射線の医学利用の物理工学研究に従事しました。また１９６０年の４月から２年半にわたり、イギリスのリーズ大学医学物理学科に留学したので、少し碑文谷教会から離れましたが、結婚後は、今の目黒の自宅から千葉市稲毛区にある放射線医学総合研究所に60歳の定年まで通いました。その間は碑文谷教会の教会委員、青年会の世話役、ヨゼフ会（壮年会）の会長を務めさせていただきました。今は85歳となり、教会の役職からはすべて退きました。

　最近は年のせいか、体力の衰えが目立ち、ほとんどお手伝いができなくなりましたが、健康の許す限り、主日のごミサには与りたいと神様に祈っております。

　私が最近行っている活動は、８年前の東日本大震災において、福島第１原発の事故による放射能漏れに関係したことです。私は放射線の医学利用の研究に従事してきた関係で、この問題には重大な関心を持っています。福島の原発事故は日本国民に放射線の健康への影響に関して多大なインパクトを与えました。「シーベルト」という言葉をはじめて知った方も多いのではないでしょうか。

　問題は、国民の間にどんな少量の放射線でも有害で健康に影響がある、という放射線恐怖症が広がったことです。日本は広島、長崎の原爆による被ひ爆ばくや第５福竜丸の放射能被ひ曝ばくなどの経験がある世界で唯一の民族ですので、ある程度はやむを得ないことではありますが、少量の放射線は怖くないことが科学的には立証されています。私たちは今も放射線に囲まれて生活しており、日本では宇宙線や岩石に含まれる放射能から年間１ミリシーベルトを超える放射線を浴びでいますし、医療における診断では、年間４ミリシーベルトを超える放射線を浴びています。医療による被曝は、日本が世界で最も多いことも知られています。

　そこで、放射線の専門家の１人として、皆様に訴えたいことは現状の福島県民の被曝線量では発ガンなどの有害なことは起こらないのです。むしろ、避難による多くの人命が失われたことの方が問題なのです。放射線は目に見えず、匂いもしないので、怖いと感じますが、簡単に計測することができます。人類は地球上に誕生して以来、放射線と共存してきました。

　現在、一般人の線量限度は１年あたり１ミリシーベルトですが、これを超えても怖くないことを知っていただき、福島の風評被害を少しでも減らしたいと願っています。今後はまず、医学生に正しい放射線のリスクについて教育することが必要だと考えます。





飯沼　武

カトリック碑文谷教会信徒
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神のはからいの中に生きて










　物心が着いたころから、どっぷりとキリスト教の世界に浸かっていました。母に連れられ姉と一緒にカトリック片瀬教会で受洗したのは、３歳のクリスマスの時でした。お寺で育った母が、戦後の混乱期に聖書講座と出会い、これだ、との確信を得たようです。その後、私はすぐ隣のミッションスクールで幼稚園から高校まで過ごしました。朝に祈り・昼に祈り・下校時に祈り、土曜日の午後は教会の学校で過ごし、日曜日は母や姉と一緒に欠かさずミサに与りました。両親よりいただいたもので、特に感謝していますのは、最初から神さまと共に生きる人生を与えてくれたことです。

　東京の大学に通うようになり、ほとんどの方がキリストを知らない人たちだということに初めて気づきました。友達はよい方々でしたが、何か物足りなさを感じながら、今までと全く違う環境の中で平凡な毎日が過ぎました。やがて就職、結婚、子育てと夢中で過ごして行くうちに少しずつ神さまから離れていく自分に気づきました。それでも日曜日のミサに与らないと、何か忘れ物をしたようで落ちつきませんでした。子供たちも社会人となって独立し、ホッとしたのもつかの間、ずっと一緒に暮らし、愛情深く見守ってくれていた両親が半年の間に次々と天に帰り、大きな支えを失い空くう虚きょさを感じていたとき、片瀬教会に赴任された神父さまとの出会いで、一筋の光を見出しました。

　だれに対しても分け隔てなく接し、人間味あふれて愛情深く、熱心に聖書講座を開いては皆をこれに勧誘しました。幼児洗礼で、感覚だけが身についている私に、学ぶ場を設けて下さいました。しだいに毎週の講話が楽しみとなり熱心に学んでいると、自分の今までの信仰がいかにいい加減であったかを知りました。「あなたが持っているもので、いったい何を受けなかったというのでしょうか。」（１コリント４・７）自分の持っているすべては神さまからの贈り物だったことに改めて気づかされました。万物の創造主であり、絶対的な存在主である神さまを、１日に１度も思わなかった日がありました。このような私を見捨てることも見離すこともせず、再び回心へと導いてくださったのは、まさに神さまのはからいです。

　神父さまは、宣教にはとても熱心で、信徒の１人ひとりが宣教の一端を担っており、日頃から自分の思いや行動の中には常にキリストが存在していなくてはならない。また、キリストだったらどうするだろうかを、いつも心の中で問いかけながら行動しなさい、と語られます。

　そして、この私たちを周りの人たちが見て、キリストを知るきっかけになるかも知れない。また、弱い私たちが自分の力だけでは難しいと思ったなら、祈る時間を毎日持ち、神さまに身を委ねて助けを求め、絶えず祈りなさい。と神父さまの体験を交えながら楽しく話をしてくれました。

　もう１つ心に残った話に、人との関わりを大切にしなさい、とのことです。私にとって信仰はある程度自分と神さまとの関係と思っていましたが、「２人また、３人がわたしの名によって集まっている所には、わたしもその中にいる。」（マタイ18・20）とあるように、皆が心を合わせて１つになって祈ることを神さまは喜ばれます。また「わたしの兄弟、しかも最も小さな者の１人にしたことは、わたしにしたのである。」（マタイ25・40）とあり、どんなに煩わしい人でも、キリストと思って接することが大切との思いを、自ら実践しておられる神父さまから色々と気づかされました。神さまは、何かを実現なさるとき、いつも人を通して働かれるようです。

　聖書のみ言葉を味わうほど、自分の至らなさを感じてしまい、何度も神さまに赦しを請いながら、少しずつキリストに倣ならう者に近づけたらと祈り求めている毎日です。





萩原　桃子

カトリック片瀬教会信徒
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主にみ守られて










　小学４年生の頃、女学校へ行っていた姉が、よく家で「慈しみ深き」の讃美歌を大きな声で歌っていたので、私はこの歌詞が気に入り、とても好きな曲になりました。

　私が住んでいた町は高松市の郊外にあり、当時、このあたりに教会は無く、いつかは教会に行きたいと思っていました。

　社会人となり、友達に誘われ、この町での天幕伝道の集会に行きました。天幕伝道では高松市に住んでいる「ティーム」と言う団体の宣教師が７人ほどいました。この集会は１週間ぐらいで終わり、その後、この佛生山町に初めて「佛生山キリスト教会」が誕生しました。

　牧師先生は、ダビデ・マーチンと呼ばれる宣教師で、元中学校長先生宅の応接で、毎週日曜日には礼拝が行われ、30人ほど出席していました。マーチン先生は、とても上手な日本語で、罪のことを話されました。

　人を憎む心を持つと、次第に憎しみが強まり、人を殺あやめたくなるので、憎しみの心を持つのは、神さまの前では、人殺しと同じ罪を持つことだ、とよく礼拝の説教で語っていました。罪を持ったまま死ぬと天国には行けないとのことでした。

　イエス・キリストさまは何の罪もないのに、私たちの罪を背負い、身代わりとなって、十字架にかけられ、血を流して亡くなったことを話されました。これを信じ、１９６０年７月、教会から少し離れた所にある池で、何名かの兄けい姉しと共に受洗しました。

　結婚後、同居していた義父より、キリスト教は嫌いだと言われ、長女が誕生するまで、嫁ぎ先の近くにある教会に黙って行きました。

　その後、大阪に引越して１年後に長男が誕生しましたが、教会には行かず家で聖書を読んでいました。赤ちゃんの長男が教会で献児式を受けることが出来ないことに気づき、神さま、どうか長男が成長した時には、神さまのお役に立つ人になるように、と祈りました。

　その後、大阪から八尾市に引越しすると、長男は友達に誘われて行ったのがキリスト教の集会でした。そして、家から３軒目に新しく建った教会に通うことになり、長男はイエスさまを信じ受洗しました。私も長い間教会には行っていなかったので、神さまは、このような近くに教会があれば行けるでしょう、と言われている思いがしました。

　主人には、クリスチャンとして良き証しが出来るよう、また、主人も救われるよう、いつも祈っていました。

　長男が大学を卒業すると、東京にある銀行に就職しましたが、献身したいとのことで、せっかく入った銀行を退職し、米国のシカゴにあるトリニティ神学校に行くことになりました。その時思ったのは、以前、長男が神さまのためにお役に立つようにと、祈ったことを思い出しました。神さまは私の祈りをきちんと覚えくださる方だと思い、感謝しました。

　長男は神学校を卒業して結婚し、その後帰国しました。長男夫婦に子が与えられないので大手の病院で診てもらうと、子供が与えられるのは困難のようでした。その後、堺市にある教会の主任牧師として迎えられました。この教会員の方に紹介された病院に行ったところ、１年後に長女が与えられました。神さまのお導きで、この教会に導かれ、しかも、孫まで与えられ、神さまに感謝しました。

　主人も、自宅から３軒目にある教会に自分から行くようになりました。孫が生まれた頃は体調が余り良くなかったのですが、長男のいる教会に行きたいと言い出し、それから長男の説教を聞くようになりました。主人の体調が悪くなり、入院した病床で長男より洗礼を授かりました。それから３か月後に天国に召され、長男の司式により葬儀が行われました。

　主人が召天して10年となり、１人で家にいた私に、千葉の市川で一緒に住まないか、と長男から言われ、これも神さまのご計画と思い、転居しました。市川の地において、まだ神さまを知らない多くの方々に、私たち家族は、宣教しなければならないと思っています。

　市川に来てから３年目を迎え、イエスさまをまだ知らない多くの方々に、救いが訪れますようにと、祈らせていただいています。

　以前のことを、思い巡らしてはならない。見よ、わたしは新しいことを行う。今にもそれが芽生えているのを、お前たちは知らないのか。わたしはまさに荒れ野に道を、荒れ地に川を設ける。（イザヤ書43・18～19）





三好　充子

ニュー・クリエイション・チャーチ信徒

市川朝祷会
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ベリス・メルセス宣教修道女会










メルセス会８００年の歩み




　２０１８年、メルセス会はスペインに生まれ、１２１８年に正式に修道会創立が教皇によって認可され８００年目の年でした。この歩みを辿たどってみましょう。








12～13世紀の西欧世界は変革の時代




　12世紀後半から13世紀にかけて、西欧世界は経済・文化・社会状況・市民の暮らしに大きな変革が起きました。それまで荘園中心の農業経済でしたが、少しずつ商業が復興し、それに伴い都市が成立し、地中海を舞台とする遠隔地貿易が盛んになりました。

　このような社会変革は人々の暮らしや考え方にも変化を生じさせました。この例として、貨幣経済が盛んになり、貧富の差が拡大し、キリストの清貧に倣ならうということが人々の関心事になりました。これは教会史上、修道会史上においても大きな変革を起こす結果となりました。

　また南フランスを中心として清貧を巡っての論争が起き、長く正統と異端の争い、神学的な論争は長い年月にわたって続きました。

　その中で、アシジの聖フランシスコの存在と行動は、商人である父親に、公の場で自分の行動を責められた時、公然と自分の持ち物の一切を手放した事に表れており、清貧の霊性（神と人との関係）は、人々の心を掴つかんだと同時に、人々の間に亀裂も生じさせました。








托たく鉢はつ修道会の誕生




　キリストの清貧に倣うという精神は、托鉢修道会と呼ばれる新たな修道会を生んだ一方で、個人の所有権は否定又は制限されましたが、修道会として資産を保持することは、よいとの考えは残りました。

　聖フランシスコとその仲間たちと同じく、神のみ言葉を人々に届けるため、自ら巷ちまたに出ていく姿勢を示したドミニコ会士は、この世紀において巨大なエネルギーを発しました。この２つの会とそれに類似する会を托鉢修道会と呼ばれました。

　托鉢修道会はフランシスコ会、ドミニコ会に代表されますが、その他にも人数は少なくてもこの特徴を持った会がたくさん生まれ、この生き方やありかたは時代の先駆的なものとなりました。

　フランシスコ会やドミニコ会の創立は、これまでの修道生活の在り方を変え、新しいタイプの修道会が現れ、これまでのベネディクト会などの生き方から大きく変化していきます。この時期は西欧世界の変化を基にして、教会の在り方や、修道生活の在り方にも大きな変革をもたらした時期でした。種々の教会史の記述の中にはこのような新しい修道生活を示したこれらの修道会を「偉大なる托鉢修道会」と記述しているのもあるほどです。実際、托鉢修道会の存在は修道生活史に歴史的な改革をもたらし、この後に誕生するすべての修道会は、この会の影響を受けていると言っても良いほどです。
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騎士修道会の誕生




　この他に、キリストの正義をこの世で実践するため、騎士たちが修道者となった騎士修道会と呼ばれる会が誕生しました。この会のあり方は時代によって変わり、ある時は、十字軍とのかかわりがありました。現代においてもキリストの義を守ることを栄誉とする存在として残っています。








民衆に寄り添った福音宣教




　この変化の様相を簡単に表すなら、今までの社会では民衆と聖職者や修道者の間に、明らかな隔たりがあったのですが、この時代には聖職者が民衆の前に出て行き、福音を述べ伝えることや個人的に霊的指導を受けることが珍しくない社会となったことです。もちろんこの時代の新たな生き方を表す修道会の登場で、すべての修道会が改革に向かったわけではありません。








メルセス会の誕生




　１２１８年、メルセス会は誕生しました。創立には、ペトロ・ノラスコというフランス人を中心として、今日のバルセロナの王や司教たちの支持と援助を受けて成立しました。この会は騎士修道会であり、托鉢修道会でもありました。

　メルセス会はこの時代のイベリア半島にあった最大の問題に対し、福音的な方法による新たな解決策を求めて行動しました。








み言葉を具体的に実践




　具体的には、ヨハネ福音書15章９節から13節にある「わたしがあなた方を愛したように、あなた方が互いに愛し合うこと、これがわたしの掟である。友のために命を捨てること、これ以上の愛を人は持ちえない。」（ヨハネ福音15章９節～13節）

　このみ言葉を具体的に実践することで、長く続いた争いに終止符を打つため「虜とりこ」となった人々を解放するための修道会が出来ました。

　ここで登場する戦いは歴史上に、レコンキスタと呼ばれているもので、７世紀半ばイスラム・アラブ世界がイベリア半島の制覇をもくろむ戦いは、13世紀まで続きました。

　キリスト教徒側から見れば、戦況はほとんどが負け戦で、キリスト教徒側からの捕虜が大多数でした。この反面、戦続きの中でもイスラム・アラブとキリスト教勢は戦いの傍ら、お互いの文化や技術などの文化交流は積極的に行われました。

　キリスト教徒側ではたくさんの人々が捕虜、即ち奴隷にされました。奴隷となった彼らを解放する手立ては１つ。身代金を出し、捕虜を取り戻すという手段のみでした。キリスト教側は必ひっ至しで資金を工面し、同胞を贖あがなおうとしましたが、困難を極めました。そこでメルセス会士は第２の方法を考えました。まず身代金を集め、身代金が集まらないなら、メルセス会員自身が捕虜の身代わりとなり、捕虜となって苦しんでいる人々を解放する、という方法を実践し始めました。








捕虜の身代わりとなる運動が盛んとなる




　メルセス会士は、キリストのみ言葉をそのまま実践しようとする行動は、メルセス会の誕生した地、バルセロナなどで盛んに行われました。現在でもバルセロナには、この時に使われたメルセス会の紋章があちこちにあり、今も市の紋章になっています。この運動には女子も最初から協力しました。他の人々にこの状況を訴え、身の代金を集めること、取り戻された人に必要な医療的な措置を施すことなど、多くの場合女子の手で行われました。

　奴隷から解放され、自由になった人々への介護も彼女たちが活躍しました。このような動きは幾度となく繰り返され、騎士の中で身代金が出せない場合は、何度も自分が囚われの地に留まり、そこで亡くなった人が何千という規模であったと伝えられています。

　13世紀後半以降、戦況はイスラム側からキリスト教側に有利となり、スペインは15世紀にイスラム勢力をイベリア半島から駆逐し、統一国家を建設しました。その後は「地理上の発見」により、イベリア半島の人々の目は主に中南アメリカへと向けられました。








新たな道を歩み出すベリス・メルセス宣教修道女会




　この時期、各地に存在した騎士たちの行動を支援し、傷ついた人々の癒いやしを受け持っていた女子メルセス会は、この役目が終わったことを悟り、次第に観想のメルセス会へとなりました。以後も男子メルセス会との絆は切れずに20世紀にいたりました。

　現在の私たちの会の基となる女子メルセス観想会は北スペインのベリスという寒村に、１人の司祭とわずか数名の女性メンバーたちによって、16世紀半ばに設立されました。この会は、初期の男子メルセス会から伝えられている第４誓願（虜とりこ贖あがないの誓願で、自分の生命を失う危険があっても、必要な場合は人々のために、そこにとどまる）を受け継ぎ、20世紀頃には修道女の数は約１００名となりました。観想生活（修道院内での生活）から宣教への使命を受けたマルガリタ・マリア・マトウラナは、修道会を宣教会に改革し、１９２４年、ベリス・メルセス宣教修道女会として、教皇の許可を得ました。







[image: 創立者　マルガリタ・マリア・マトウラナ]






創立８００年を祝う




　２０１８年、メルセス会創立８００年を一緒に祝ったのは、男子メルセス会と世界の各地に現存する８つの女子のメルセス会ファミリーです。

　このファミリーに対し、フランシスコ教皇様は幾度かメッセージを送ってくださいました。この中で、12月８日に送ってくださったメッセージの抜粋を記します。

「キリストに従うことは方法の問題ではなく、キリストが私たちの先に立ち、個人的にも共同体としても歩みのリズムを決めてくださる生き方です。メルセス会のカリスマは、現代が必要とする恵みで、あなた方は新しい、贖あがないの奉仕の行動からの問いかけを、しっかりと受け止めることが求められています。」［以下略］








ベリス・メルセス宣教修道女会の活動状況




全世界における活動拠点




本部はローマ。スペイン、日本、メキシコ中米、ミクロネシア、コンゴ、南米、米国、中国、フィリピン。




日本における活動拠点




本部　東京都杉並区高円寺。

支部　神奈川県茅ヶ崎市　広島県廿日市　山口県萩市に10の修道院。




主な使徒職として




教育活動として、幼稚園、小学校、中学校、高等学校。

外国人へのケア、野宿者、拘置所訪問、正義と平和、環境問題、祈りと憩いの場の提供などに、65名ほどのシスターが働いています。








９月24日は、メルセスの聖母の祭日




　初代総長　福者マルガリタ・マリアは、今も、母の心を持って、神の愛を伝えることほど偉大な技はないと、呼びかけています。





ベリス・メルセス宣教修道女会

Sr　尾﨑　越子





※参考文献について



　特に原典資料はございません。色んな資料を読んだ一部や会に残された資料に基づく諸先輩方より聞いた話を纏めた内容となっています。











聖マリア修道女会










創立者　ジャンヌ・ドゥ・レストナック




　聖マリア修道女会の創立者、ジャンヌ・ドゥ・レストナックは、人生の中で起こる困難な出来事を、神様からの恵みとして、真心をこめて対応しました。その生涯は、自己を捧げ、変えられていくプロセスを通り、彼女を成長させ、彼女や周りの人々にとって、神様の働きのすばらしさを知ることになりました。







[image: 聖マリア修道女会　ジャンヌ・ドゥ・レストナック]






　１５５６年、ジャンヌ・ドゥ・レストナックはフランスのボルドーで生まれました。この年は、イグナチオ・デ・ロヨラ（イエズス会の創立者）が亡くなった年でもあり、宗教戦争とヒューマニズム（人間を大切にする考え）の危機的状況の時代でした。父はカトリック、母はカルビン派、両親の宗教対立によって、彼女は、幼いころから苦しみを味わいました。そして、神への祈りを通して、次第に修道生活に望みを抱くようになりました。

「心に灯した　ともし火を消さないように」との神からのメッセージは、すぐに修道女にはなれなくとも、必ず願いはかなえられるという神への信頼を強めていく言葉となりました。

　彼女は、伯お父じミッシェル・モンテーニュからヒューマニズムについて学びました。父の勧めでガストン・ドゥ・モンフェラン男爵と17歳で結婚し、５人の子どもを授かりました。しかし、41歳の時、夫に先立たれ、未亡人となり、その後、長男を事故で亡くしました。次男が家督を継ぐのを見届け、１６０３年、47歳という年齢で、子どもの頃からの望みであったシトー会修道院に入会しました。しかし、熱心に励んだ耐乏生活が彼女の健康を蝕むしばみ、６か月を過ぎたころ医師から退会を勧められました。挫ざ折せつと苦悩の中で、彼女は、神のみ旨を求めて祈りました。

「神様、あなたが私にお与えになったみ言葉を聴きました。そして、私はその勧めに従ったのです。……でも、私は間違っていたのでしょうか。それとも、あなたはこの私に、他の計画をお持ちなのでしょうか。もし、私が忠実でなく、ここに留まるのがふさわしくないなら、私は苦行によってすべてを償います。……主よ、どうか、私にお話しください。」

　絶望の暗闇の中で、彼女は、魂の滅びに堕ちる若者たちを見ました。そして、この滅びゆく人たちに手を差し伸べるのは私ではないか、と悟りました。

　シトー会を退会し、様々な困難に遭遇しながら、１６０７年、女子の教育のために働く女子修道会としては初めて、パウロ５世教皇によって認可され、聖マリア修道女会を創立しました。

　17世紀初頭、女子修道会は、※１禁域を備え※２観想生活に従事する※３隠世修道会のみでした。聖ジャンヌは、それまでの隠世修道会の禁域を守りながら、修道女が禁域を出るのではなく、少女たちを禁域に迎え入れる形で教育できる建物を設計しました。そして、女性の身分がゆるす範囲で使徒として教育活動に献身する修道生活の形態を生み出そうとしました。ここに、新しい時代のしるしが誕生しました。聖マリア修道女会は、彼女の挫折と失敗の中から生まれました。イグナチオ・デ・ロヨラの霊性を持つ女子修道会としてスタートしました。

　聖母マリアは、彼女にとっては力の源であり、聖書のみ言葉に培われた生活の基盤は、彼女の人生における壮大なプロジェクトを作り上げて行きました。








聖マリア修道女会のアイデンティティーの全てである聖マリア




　マリアは、私たちが希望する完全なモデルであり、マリアはナザレの貧しい女性として、人々と共に希望や苦しみを分かち合って生きました。マリアは神のために生きる準備ができており、神からの賜物を受けた女性でした。

「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身になりますように」（ルカ１・38）の言葉のように、彼女の従順さは、神の救いの計画に協力する招きを柔軟に受け入れました。招きに応えるとは、神の計画に自分を捧げ、生きることを示しています。

　マリアは、貧しく謙遜なイエスに従順でした。ゆるがない決意をもって、十字架の元に立ち、復活の神秘を体験し、『永遠の命を得るため、この世の命を失う』という福音のダイナミズムを生きました。そして彼女自身が復活の喜びによって変えられました。

　マリアの人生の旅路において、全てのことを心に納め、思い巡らし、暗闇や、疑いの真只中で、また、喜びの中において、神の過越しを体験しました。

　マリアは、預言的な女性であり、神の憐れみと神聖さを宣言し、歴史の中において、虐しいたげられている人々を助け、行動しました。

　マリアは、教会共同体と共に歩み、神の国を実現するための奉仕や新しい人間性の創造において、信仰こそが、正しい歩みを可能にしました。







[image: 聖マリア修道女会　マリア像]






聖マリア修道女会の教育




　聖マリア修道女会は、教会と社会への奉仕を通して、教育の遺産を作り続けています。具体的には、現実と対話し、常に教育内容や教授法を発展させ、その時代に必要なことを適切に最新化することに努めています。私たちは、人間、命、世界において、キリスト教におけるヒューマニズムの基礎を育み、教育することに献身してきました。

　そして、次のことを教育の強調点としています。


①キリスト教のヒューマニズムに基づき、創立者の「誰も同じ寸法ではありません。」の言葉のように一人ひとりの可能性を大切に育みます。

②教育プロセスの各段階において、教育の質を有効に高めます。

③各コンテキストにおける変化と改善に貢献し、社会的責任とその発展、そして連帯の教育をめざします。

④教室、規定の枠を超え、統合的な教育、異文化間の体験の育成を可能にする機会を作ります。

⑤他者と共に行動し、互いに補い合います。

⑥協労者と共に、私たちが伝えたい本質的な価値を、言葉や生き方によって証し、奉仕します。



　私たちは、若者たちが、現実の中から主の呼びかけを探し、自分の賜物に気付き、主に応えていけるよう同伴します。青少年の福音化は聖マリア修道女会の最優先課題です。








日本における福音宣教活動




　１９５９年、聖マリア修道女会はスペインから３人のシスターが来日しました。その後、日本語を習得し、他の修道会に支えられ、海外の聖マリア修道女会からの支援を受け、１９６０年に杉並の和泉に家を置き、１９６２年に女子学生寮を始めました。１９６５年までにはスペインからシスターが何人も来日し、１９６６年には東京で、１９６７年には千葉で、幼稚園を始めました。

　海外の姉妹校からは学校の創立を望まれ、毎年卒業生からは１日も早い小学校の設立を頼まれ、千葉にそのための土地を用意しました。しかし、神の導きは、イエズス会の司祭との出会いを通して、秦はた野ので上智短期大学の創立に協力をすることでした。１９７３年、秦野に学生寮を開き、上智大学短期大学部で人間学、語学等で協力しています。

　１９８２年、フィリピンに修道院を創立しました。紆う余よ曲きょく折せつを経て、現在はミンダナオ島のカガヤン・デ・オロで幼稚園、そしてマニラの女子寮で会員が教育活動に努めています。

　聖マリア修道女会は、教育修道会として長い伝統を持ちますが、第２バチカン公会議以降は貧しい人、虐しいたげられている人々、特に女性がより人間らしい生き方ができるような働きにも携わっています。

　フランスでの創立以来、スペイン他ヨーロッパ５か国、中南米10か国、アフリカ５か国、アジア日本他１か国、レバノンなどに活動が広がっています。ほとんどの国は、幼稚園から高校までの学校教育、そして女子寮の運営を使徒職として行っていますが、その国の必要性に応じて、病院、クリニック、また、女性の職業訓練、障害児の教育、子どもたちの給食支援、移民、難民の支援などにも携わっています。また、新しい宣教地であるアジア、アフリカにおいて、会の若いメンバーが増えています。








聖マリア会が大切にしている祝日

―列聖記念日―




　１９４９年５月15日、ジャンヌ・ドゥ・レストナックの教育プロジェクトと彼女の行いや生き方が、教皇によって認められ、列聖されました。５月15日は毎年、世界の様々な国において、彼女が始め、そして世界の国々で受け継がれてきた教育、彼女の行ったすべてのことに感謝し、ジャンヌ・ドゥ・レストナックの日を祝います。








―マリア祭（マリア様の奉献）―




　毎年11月21日、聖マリア会のすべての学校は、ジャンヌ・ドゥ・レストナックが定めたマリア祭を祝います。この日は、幼いマリア様が、神殿において、ご自分を神様に捧げた日です。彼女は、生徒たちが聖マリアに自分を奉げることを望み、生徒たちは、マリア様に倣って、神様が呼んで下さる道を歩めるよう心から願います。私たちはそれぞれ異なり、一人ひとりが主に祝福された存在として、神様に受け入れられていることを思い出す日でもあり、マリア様の素晴らしさが伝わる日となっています。





聖マリア修道女会

Sr　田村　和子








用語の説明


※１禁域とは、修道者、聖職者以外一般人の立ち入りが禁止されている場所

※２観想生活とは、修道院の中で、祈りや労働を通して神に従う生活

※３隠世修道会とは、世俗との関係を断ち、禁域のように定められた場所で神と人々への奉仕に努める修道会













米沢藩　53人の殉教者たち










はじめに




　２００８年11月24日（月）正午、長崎市で執り行われた「列福式」において、「ペトロ岐部と１８７人の殉教者」は福者の位に挙げられた。

　イエズス会司祭であるペトロ岐部と１８７人の殉教者は、全国各地より殉教を遂げたキリシタンの中から選ばれた。この中で最も多い殉教者が、山形県米沢の地における、上杉家の家臣であった甘あま糟かす右う衛え門もんをはじめとする53人でした。この信徒たちは信仰を守り通し、神との完全な一致を願って命を捧げた。

　キリスト教の始まりは殉教者の血で育てられました。日本においては、秋田・山形・新潟における53人の殉教者の存在は、教会共同体を豊かに育て得る礎いしずえになったと同時に、殉教者から信仰をいかに生きるかを学ぶことができる。

　彼らは信仰の堅固さを貫き、その時代の世俗的価値観と闘い、福音に生きようとした。この生き方は周囲の人たちにも影響を与え、現代社会から見ると古い生き方と感じるかもしれませんが、これこそ殉教者の生き方でした。








サムライたちの殉教




　１６２９年１月12日（寛永５年12月18日）に事件は起きた。

　キリシタンたちは逃げもせず、晴れ着で身をまとい、自らすすんで斬首された。聖母マリアの旗を高々と掲げたキリシタンの殉教の姿は、日本中で米沢以外ではなかったという。長崎県島原半島の雲仙地獄で行われた「熱湯責め」。米沢は「美しい殉教」と称せられた。

　彼らにとって、地上の栄華より、永遠に変わることのない天上の神に命を捧げることこそが納得いく選択だった。

　キリシタンの家臣を最後までかばい続けた家老の志し駄だ修しゅう理りの態度は、上杉家の名将といわれた直なお江え兼かね続つぐを彷ほう彿ふつとさせた。





　時代は徳川の世となり、幕府の長期安泰には切支丹弾圧は強化せざるをえなかった。この状況にありながら家老の志駄修理は、彼らには武士としての最期を遂げさせたいとの思いがあった。また、会津１２０万石から米沢30万石に削さく封ほうされたことで、厳しい生活を余儀なくされ、これに耐えることを通して、米沢人気質がキリシタンを生んだ。





　殉教した53人は、熱心な信者たちで、信心会の組に入って活動した。甘糟右衛門は「組」の総そう親おやで、他の総親と村を訪ねては求道者を育て、洗礼を授けたので、53人以上のキリシタンがいたと思われる。幕府はキリシタン禁圧を制度化し、国民にキリシタンの邪教観を定着させた。







[image: 北山原殉教地跡の十字架]






　１５９０年、キリシタン大名であった蒲生がもう氏うじ郷さとが会津に入り、１５９８年には越後から上杉景勝が会津に移った。上杉氏の会津１２０万石は３年半と短く、関ヶ原の合戦が始まる前、徳川家康は上杉景勝に上洛の命を出したが、「是非ニ及バズ候そうろう」とこの要求をはねつけ、直江兼続も対決姿勢を鮮明にした。翌年の８月、家康は景勝に対し転てん封ぽう（国替え）を命じ、上杉家６千の家臣とその家族や寺社職人らおよそ３万人は、１６０１年の晩秋に標高１０９４メートルの檜ひ原ばら峠を越えて入った米沢には、酷こっ寒かんが待ち構えていた。会津に比べ米沢の領地は４分の１、家臣の俸ほう禄ろくは３分の１となったが、直江兼続を批判する者はいなかった。その後、会津と米沢のキリシタンは赤い糸で結ばれることになる。








　当時の米沢の戸数は８００、人口６０００で、小さな城下町。米沢に移った家臣の８割には家がなく、多くの下級武士は、郊外に掘っ立て小屋をつくり、仮住まいとなる。

　米沢での町造りは直江の指示で進められ、８年を経過した頃には米沢藩における家臣たちの生活も貧しいながら落ちつき、甘糟右衛門がキリシタンになったのもこの頃だ。

　直江兼続が使った兜にある「愛」の一文字は、戦国武将としては珍しく、兼続の思想を表している。彼は、部下への愛や民衆への思いやりが強かった。兼続は61歳でこの世を去ったが、２代目の藩主、上杉定勝の筆頭家老である志し駄だ修しゅう理り義よし秀ひでが志を継いだ。また、家臣には多くのキリシタンがおり、志駄は彼らを失いたくなかったことから、幕府の命に逆らい、キリシタンの擁よう護ごに努めた。








　徳川家康はキリシタン禁令を全国に広め、教会や修院は破却し、背教を拒む者には厳罰や殺した。バテレン（宣教師）は海外追放とし、１６１４年11月７日と８日の両日には、高山右近とその家族、指導司祭が乗ったジャンク（船）が、マニラあるいはシャムに向かって日本を後にしたのは、布教の黙認時代が終わり、幕府による厳しい弾圧が始まったからだ。








　米沢のキリシタンはつかの間の平和を楽しみ、原野を開拓しては汗を出し、巡回司祭が野外ミサを立てた。迫害を逃れて来たキリシタンの影響もあって、信者はこの間に急増した。上杉景勝の時代も幕府への対抗意識は保たれ、キリシタンへの偏見はなかった。





　米沢の信者は「コンフラリヤ」とか「組」と呼ばれる信心会をつくり活動した。迫害の下にあっても信者が急増した背景には、信者間の輪と具体的な愛徳の実践があったからだ。

　組の信者は村ごとに集まり、病人を励まし、貧しい人を助け、行き倒れの人を葬った。この行動を支えたのが「飢えた人に食を、渇かわいた人に水を……」（マタイ25・31～46）のみ言葉であり、キリシタンはキリストのように生き、キリストに限りなく近づこうとした。








　上杉定勝は江戸から帰ると、家老の志駄修理義秀は甘糟右衛門を呼び出し、広瀬川の殉教（１６２１年）や江戸の殉教（１６２３年）があったことから、米沢藩のキリシタンを容認する態度への限界を告げた。

　もう１人の家老で、広ひろ居い出雲いずも忠ただ佳よしは定勝への内部告発を行い、甘糟右衛門やキリシタンの家臣に関する情報は既に掴んでおり、志駄は部下を守るため、懸命に定勝に翻ほん意いを促した。





　12月22日、定勝はキリシタンの処刑を命じ、翌日は幕府への恭きょう順じゅん派はでキリシタン断罪を支持する面々を茶室に招いた。24日に志駄修理は定勝に、キリシタンの数はおよそ３０００人で、これを殺すことになることや信者が暗唱していた「十戒」を伝え、家臣の擁護に努めた。

　祭壇には十字架と聖母マリアの絵を飾り、ロザリオやメダイを並べ、ありったけのローソクで照らし、思う存分自由で荘厳な降誕祭を祝った。





　処刑前日の夕刻、２人の侍が甘糟右衛門のところにやって来て、死刑の最終決定を告げた。甘糟は２人の侍に、改めて自らの信仰を宣言し、キリストの愛と永遠の命について語り、最後まで自分たちに尽くしてくれた志駄家老への感謝を伝えた。床の間には、白装束と棺かん桶おけ、主君に返す刀と脇差は既に用意されていた。

　甘糟は２人が帰るとすぐ、友人の西堀式部の家に走った。この家族は妻を除いて皆未信者で、妻の父は有力な武将でもあり、父は娘の殉教を阻止したいと思っていた。





　甘糟が西堀の家に着いた時、２人は既に親戚や友人に囲まれ、「命を無駄にしないように」と説得されていた。甘糟はその場を借りて霊魂の救いについて語り、最後に西堀と別れの杯を酌み交わした。甘糟が家に戻って間もなく、西堀が返礼にやってきて、殉教当日の行列などの打ち合わせを行った。その後、甘糟家の者だけになると、残された時間は家族と過ごした。





　板ばん斎ざい主計かずえは妻子と娘の家族と２人の小さな孫の７人暮らしで、全員受洗していた。坂斎は志駄に仕えており、キリシタンであることを告白していた。板斎は娘の夫である三十郎に「妻と子を連れて米沢を一時離れ、生き延びるように」と亡命を勧めたが、三十郎の心は固く、キリストの十字架の苦しみをわが身にと、一層自らの体に鞭むち打つことを選んだ。





　日の出の２時間前、刑場まで引率する検使が甘糟家にくると全員で彼らを迎えた。家族は牢屋に入ることもなく、出発する前は、座敷の中央に聖母マリアが描かれた旗を立て、皆で祈りを捧げた。前夜に打ち合わせた通り、甘糟を除き、あらかじめ後うしろ手てで縄を縛り、首にはロザリオをかけた。女は縛らずに縄を持ち、全員整然と列をつくり外に出た。先頭は12歳の小姓で聖母マリアの旗を掲げ、次の小姓は火のついたローソクを持ち、召し使いや幼子を抱いた婦人たちが続き、その後に甘糟家に身を寄せていた２人の浪人と息子、最後が甘糟。他のキリシタンは列に付き添い、ずっと声を掛け続けた。





　米沢城下では初めてとなる不思議な光景となった。聖母マリアの旗を高々と掲げ、全員が晴れ着にロザリオという出で立ちで、信仰に鍛え上げられたキリスト者の部隊となった。甘糟が解雇した小姓や召し使いの少年も、キリシタンであることを主張し、主人と行動を共にしたいと、この列に加わった。会津から米沢に移り住み30年近く、苦楽を共にした米沢の人たちのほとんどはサムライで、中には殉教者と親しいキリシタンもいた。道では一行を励まし、立派な最期を遂げるよう、別れの言葉を送った。





　甘糟が西堀家の前に差しかかると、「一足先に殉教地で待っている」と伝えた。その時、西堀家より１人のキリシタンが飛び出した。彼は米沢郊外に住む裕福な百姓で、米沢に出てきて組親の西堀のところに身を寄せていた。彼は13か月前に受洗したばかりで、信仰心に燃え、迫害の噂うわさを聞いた彼は、甘糟家の殉教に加わった。





　最初の殉教者たちが北山原に着いた時、太陽は既に昇っており、刑場の雪をみんなで払い、中央には聖母マリアの旗を立て、殉教者たちはこの周りに輪をつくって跪ひざまずき、祈った。１人の奉行が見物人たちに向かって、「ここで死ぬのは信仰のために命を捨てる身分の高い人であるから土下座をせよ！」と命じた。殉教者の列についてきたキリシタンのうちの１人が、ご聖体の組のメダイを取り出し、１人ひとりに近づけて見せると、みんなは「至聖なるご聖体の秘蹟は賛美されさせたまえ」と３回唱えメダイに接吻した。その後、殉教者は４組に分けられ、まずは婦人と子供、最後に甘糟の首を斬った。みんなイエズス・マリアの御名を叫びながら斬られ、殉教者は信者たちの手で丁寧に葬られた。





　間もなく板斎家の人がやって来た。板斎と妻、娘と娘婿と５歳と１歳の孫、全員が斬首となった。

　西堀式部（31歳）は妻（26歳）を家に残し門は閉ざされた。西堀式部は縛られることなく、ロザリオを首に掛け、聖母マリアの掛け軸を刀のように腰に差した。西堀式部も甘糟のように、２人の少年を前に進ませ、後には棺桶と挟はざみ箱はこを担がせた。挟箱は旅に出る時の着替えの衣服を入れ、従者に持たせたことから、天国への旅立ちを意識し、これを表現した。刑場に着くと彼は挟箱を持つ小姓を呼び、箱から金きん子すを出させてから役人に、近くにいるハンセン病患者に与えるよう頼んだ。その後、小袖を脱ぎ、聖母の旗の前に跪き祈った。彼の遺体は信者たちが他の殉教者と一緒に葬った。





　事件から３００年後、神言会のシュエンテック神父（ポーランド人）は、佐藤茂吉伝道師の協力を得て、殉教地である北山原の刑場を発見したのが１９２８年（昭和３）年４月28日。神父は米沢藩での殉教の歴史を知り、北山原の刑場跡地を発見する前年に米沢への異動を希望し赴任した。１９２７年１月27日、市内館山口に米沢教会を創設した。








　今日、私たちが米沢の殉教者たちのことを語れるのは、イエズス会のジョアン・バプチスタ・ポルロ神父の１６２９年７月２日付の手紙がローマに届いたからだ。米沢教会第18代主任司祭の千原通明神父は、教会創立75周年を記念し、北山原巡礼にポルロ神父の手紙を掲げて参加した。千原神父は殉教者を象徴する真紅の祭服をまとい３００人の巡礼団の先頭に立ち、続いて小学１年生の手には聖母マリアのイコン、大学生２年生の手には復活のローソクを持ち、甘糟や西堀を思い、市内の目抜き通り約２キロを行進した。








列福された１８８人の殉教地（１６０３～１６３９年）




米沢53人　江戸２人　京都52人　大坂１人　広島３人

萩・山口２人　生月３人　長崎西坂４人　小倉・大分・熊本18人

島原・雲仙29人　有馬８人　八代11人　天草１人　薩摩１人








　２０１９年１月22日、新潟教区から許諾を得て、新潟教区『サムライたちの殉教』編纂委員会編著『サムライたちの殉教』（ドン・ボスコ社　２０１７）から一部を抜粋し、要約しました。許諾に際しては、新潟教区事務局長 大瀧浩一神父の協力をいただきました。











日々是終活










終活




１背景




　終活は、団塊の世代に生まれた方々が、高齢化を迎える時代となり、「人生の終わり方を考える活動」を略した造語で、「終活」は死と向き合い、残された時間を穏やかに充実して過ごすことで、悔いのない生涯を送るための準備のことです。




２終活の目的




　終活は死と向き合い、客観的に自分を見つめ、今までの人生を振り返り、家族や知人との思い出、夢などを整理し、現実的な死への準備をしながら、人生の「総決算をしなければなりません。」（ヘブライ人への手紙４・13）




３終活のメリット




①終活をすることで、死が人生の最終ゴールであることを再認識し、残された時を積極的に生きようとします。

②遺言書の作成により相続のトラブルを回避します。

③健康な時にこそ、賢いおとめ（マタイ25・３～10）に倣い、準備をしておくことで、本人や家族には何とも言えない安あん堵ど感かんが与えられます。







[image: ピエタ像]






エンディングノートを書く




　この作成により、残され時間をいかに生き抜くかが整理されます。具体的には、自分史、現在の健康状況、葬儀の内容（遺影の準備）お墓や遺骨（散骨はパウダー状にします）人との関係（間柄、連絡先）、財産、介護や医療、延命措置、献体、臓器提供に関する希望などを自由な形式で書きます。（葬儀社にもご相談ください）








遺言書を書く




　遺産の相続は遺言書が意思の決定書となります。

　諺ことわざに、「死人に口なし」とあり、この作成によりトラブルを回避します。お手軽なのは、自筆証書遺言です。（無料の法律相談などでご確認ください）








お墓の決定




１お墓の種類



　公営墓地、民営墓地、寺院墓地、永代供養墓地などがあります。


２お墓の選定



　宗派、立地条件と設備、環境、交通機関などを事前に現地で確認します。






キリスト者の終活




目的




　天上にある父の家に帰って行った金持ちとラザロとの話より「……わたしはこの炎の中で悶もだえ苦しんでいます。しかし、アブラハムは言った、『子よ、思い出しなさい。お前は生きている間に善い物を授かったが、ラザロは悪い物を授かった。しかし、今、彼はここで慰なぐさめられ、お前は悶え苦しんでいる。』……わたしには５人の兄弟がいます。彼らもこんな苦しい場所に来ることのないよう、きびしく言い聞かせてください。」（ルカ16・19～31）

　死後の世界に行き、後悔することのないよう現世において、与えられた今日に感謝し、日々最善を尽くします。

　教会暦では、灰の水曜日から四し旬じゅん節せつ（復活祭前の40日間）が始まります。この日の礼拝では、参加者の額ひたいに灰をつける「灰の式」が行われます。この灰は、キリストへの思いに立ち帰る回心と、人はチリのようにはかない存在あることへの自覚を促すと同時に、お前は年を重ね老人となったが、占領すべき土地はなお多く残っている（ヨシュア記13・１）とあるので、やらねばならないことはまだあります。








エンディングノートを書く




１①今までにいただいた恵みへの感謝をまとめます。②今までの歩みにおいて、生かされたみ言葉をまとめます。③やりがいのあることや楽しいことを少しずつ始めてみる。




①では、詩編の１５１編目を、幼年、少年、青年、壮年、熟年別に、感謝の詩編を作成してみましょう。

②では、自分のみ言葉集としてのＭｙＢｉｂｌｅを作成してみましょう。

③やってみたいことのリストを作成し、目標を設定し、チャレンジしてみましょう。




２宣教したことを纏まとめます




　主イエスから受けた努め、すなわち、神の恵みの福音を証しする努めを全まっとうすることさえできれば、この命さえいささかも惜しいとは思いません。（使徒言行録20・24）

　手ぶらで主の前に出てはならない。（シラ書35・６）とあるので、宣教したことが手土産になるのでしょう。




３死者のため




　神は死者の神ではなく、生きている者の神である。（マルコ12・27）現世にいる私たちは、黄よ泉みにいる方や煉れん獄ごくにいる方々が、早く天国に招き入れられるよう祈ります。




４命日や亡くなり方は主に委ね、葬儀の内容や遺言書を準備します。

５出会った方々との思い出を纏めます




①大川啓治さんとの思い出




　市川朝祷会の祷友である大川啓治さんは、２０１８年12月25日に帰天された。飯島藤十郎社主（山崎製パン創業者）が運転している車に乗ると、センターラインをまたいで走行するので、対向車はこれに驚き避けるため、社主の車は減速せずにそのまま突っ走ったので、命がいくらあっても足りない思いがした、とのことでした。

　今では毎日、天上において朝祷会をされておられることでしょう。

　大川夫人より

　主人はいつも、朝の暗いころから会社に出かけ、夜は暗くなってからでないと家には帰ってこなかった。

　ある時、朝の５時ごろ、飯島藤十郎社主が我が家に車でこられ、「大川はいるか～」と大声で言われ、主人を車に乗せた後、１週間が経っても自宅に帰らず、主人が帰って用件を聞くと、本社で工場建設の準備をしていたとのこと。この調子ですから、子供たちは私が育て上げた、とのことでした。








救い




　神は人を神の似た姿に創造された。人は神に対して罪を犯し、神はこの贖あがないとしてイエスをこの世に遣つかわし十字架刑で神に捧げたことにより、「あなた方を、聖なるもの、非の打ち所がなく、咎とがめられるところのないものとして神の前に立たせてくださる」（コロサイへの手紙１・22）ので、神と人との和解は成立し、人が本来のあるべき姿に戻り、神と人が一致することができます。この他に、イエスの誕生、洗礼、聖霊の働き、礼拝、教会での交わり、キリストに倣った歩みが「救い」となります。








洗礼




　受洗することで、神は２つのことを私たちに与えました。

　１つは、受洗者が犯した今までの罪が赦されるので、聖霊の働きにより、神と人とが再び繋がり、人はこの世において神が創造された本来の歩みが行えます。

　もう１つは、人は水と霊によって生まれなければ、神の国に入ることはできない。（ヨハネ３・５）ので、洗礼によって天国行きの切符を手にするので、天国に帰還することが出来ます。

　人間はただ一度だけ死に、その後、裁きを受けることになっています。（ヘブライ人の手紙９・27）ので、死後「私審判」を受けた後、天国は神と人とが一致する所なので、「海の中で、みな洗礼を授けられてモーセと一致しました。」（１コリントへの手紙10・２）とあるように、人は死後において、神と一致するには、罪を完全に取り去るための浄めが必要となり、これを行うところが煉れん獄ごくです。

　受洗後、キリストに倣ならった歩み（心・言葉・行い・祈りのありよう）を行っても、人は弱く、欲は身み籠ごもって罪を生み（ヤコブの手紙１・15）ます。

　この罪が赦されるためには「赦しの秘跡」（１ヨハネの手紙１・９）「人の過ちを赦す」（マタイ６・14）ことで、罪は赦され、再び聖霊が注がれ、「肉と霊のあらゆる汚れから身を清く保ち、神を畏れ敬いながら完全に聖なる者となる」（２コリンとへの手紙７・１）ことができ、この世において神と一致することができるので、煉獄の期間は短縮されます。

「米沢藩　53人の殉教者たち」は、この世において「神と一致」することを選択した故に殉教しました。また、主と一致していれば自分の労苦は無駄ではない。（１コリントへの手紙15・58）

　煉獄での浄めの後、愛してくれた人や守護天使が迎えに来てくれ、永遠の命へと導いてくださるようです。

　このように、この代の命と、来るべき代の命とが約束されているこの宗教は、すべてにおいて益するところがあります。この言葉は真実であり、全面的に受け入れるに足るものです。（１テモテの手紙４・８～９）

　主は、「神を認めない人々、わたしたちの主イエスの福音に聞き従わない人々に報復なさいます。そのような人々は、罰として、主の前から、また、その力強い栄光から退けられ、永遠に滅ぼされてしまうのです。」（２テサロニケへの手紙１・８～９）が、主の名を呼び求める者は、すべて救われるのです。（ローマ人への手紙10・13）








宣教




　神の望みは、この世を神の国にすることです。従って、神は全世界に行き福音を宣べ伝え（マルコ16・15）洗礼を授けて弟子にせよ（マタイ28・19～20）と語っています。








罪




　罪をギリシャ語では「ハマルティア」と言って「的を外す」の意味です。神様の思いに背き、人間のあるべき姿を失うことが罪であり、この内容には３つあります。




①罪を犯す人は、法に背いているのです。罪とは法に背くことです。（１ヨハネの手紙３・４）

②神は愛（１ヨハネの手紙４・16）とあり、愛に背くのは神に背く行為であり、具体的には、十戒やイエスの掟に背くことです。





十戒




わたしのほかに何ものをも神としてはならない。

自分のために偶像を造ってはならない。

お前の神、主の名をみだりに唱えてはならない。

安息日を覚えてこれを聖別せよ。お前の父と母を敬え。

殺してはならない。姦かん淫いんしてはならない。盗んではならない。

隣人について偽ぎ証しょうしてはならない。隣人の家を欲しがってはならない。（出エジプト記20・３～17）

十戒での前半の４箇所は神への愛で、後半の６箇所は人への愛、これに背く行為は罪です。

イエスの掟

　心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。これがいちばん重要な、第１の掟である。第２もこれに似ている。隣人をあなた自身のように愛しなさい。すべての律法と預言者は、この２つの掟に基づいている。（マタイ22・37～40）とあるので、この掟に背く行為は罪です。

　隣人を、血縁関係を超えた家族と思い、共に食事をし、助け合い、励まし合い、支え合う。




③良心を傷つけるなら、それはキリストに対して罪を犯しているのです。（１コリントへの手紙８・12）




　善いことを行った時、心は喜び、悪を行った時、心が動揺するのは、不正を行ったからで、不正はすべて罪（１ヨハネの手紙５・17）です。日頃から心の羅針盤を研ぎすませ、いつも善に心が振れるよう、思い、語り、行動します。










御言葉典








神は天地を創造された　土から男が骨から女が生まれ蛇に唆そそのかされ罪が入り神と人の間に

溝が生まれる　贖い主の誕生を預言　聖霊で救い主が誕生　主の受洗

神の国は近いと言って宣教を開始した　癒いやし慰め励まし喜びの奇跡を行う　最後の晩餐で主の体を

食べ血を飲む　受難と十字架刑　三日目に復活　昇天

聖霊降臨　受洗で罪は赦される　人は死で煉れん獄ごくにて罪を償い天国又は地獄へ

父と子と聖霊の三位一体　体は霊が宿る神殿　欲や執着は苦を招く

主の掟と十戒を守る　一いちの心と成る　他者を許し寛容となる　善に聡さとく悪に疎うとい　先祖を敬う

主を畏れ知恵を得る　恐れや失望は主が不在　試練は訓練であり忍耐で救われる

主アドの山ナイに備エえ有レり　無所有が悩を断つ　愛は人を思いやる心　思い悩みは妄想

み言葉の実践　主の道こそ真理　悲しみは死を招く　疑いや怒りを断つ　復讐は主に委ねる

苦悩には主の軛くびきを負う　主の前に正しい人は報われる　不誠実は滅びる　陽気は良薬

陰気は骨を枯す　銭の慾は悪　惜しみなく与えるは善　言葉は言こと霊だま　舌を制して成功せよ

真しん福ふく八はっ端たんを知る　主の心と言葉と行動と祈りを倣うと自律した人になる　主に感謝せよ

求めれば与えられ探せば見いだし叩けば開かれる　主は神の僕となり遜へりくだる　前ぜん後ご際さい断だん　忘もう己こ喜き他た

霊に満され熱心に祈りあとは委ねる　疲れたら黙想　み言葉と主の知恵と健康こそ財産

命を捨てる者は与えられ守る者は失う　造られた者に福音を宣教せよ　信仰とは望みを保証し見えないことを確信する

み言葉は羅針盤　見栄や虚栄を断つ　主と霊で繋つながりみ言葉が有れば望みは叶う

知恵と英明や良い動機での祈りは叶う　主の祈りや薔薇ロザリオを唱える　信じて祈れば全て叶う







　御言葉典は、ＭｙＢｉｂｌｅⅢ（自律した人）を要約したものです。これを写経として活用される場合は、御言葉典にある大きな漢字のみをご利用ください。尚、漢字のみによる本文の文字数は、３１８文字です。
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